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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災、火災、 感電、感電、 怪我、怪我、 故障、故障、 エ ラ ー の原因に な り ま すエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など、高温の場所で使用したり 放置しないでく ださ い。高温の場所で使用したり 放置しないでく ださ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないで く だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないで く だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えた り 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えた り 、 物を載せる など で傷を つけないで く だ さ い。物を載せる など で傷を つけないで く だ さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。  ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないで く だ さ い。本体及び付属品を改造し ないで く だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないで く だ さ い。排気口を塞いで使用し ないで く だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないで く だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないで く だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないで く だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないで く だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、 発熱を感じ た り 、発熱を感じ た り 、 煙が出ていた り 、煙が出ていた り 、 変なにおいがする など の異常を確認し た場合は、変なにおいがする など の異常を確認し た場合は、

直ち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。直ち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

有寿命部品に 関する 保証規定有寿命部品に関する 保証規定

本製品に付属、本製品に付属、 ま たは、ま たは、 別売の別売の ACAC ア ダ プ タ は、ア ダ プ タ は、 有寿命部品です有寿命部品です。。 使用時間の経過に伴っ て使用時間の経過に伴っ て

摩耗、摩耗、 劣化等が進行し 、劣化等が進行し 、 動作が不安定になる場合があり ま すので、動作が不安定になる場合があり ま すので、 本製品を安定し てお使い本製品を安定し てお使い

いただ く ためには、いただ く ためには、 一定の期間で交換が必要一定の期間で交換が必要と なり ま す。と なり ま す。 特に長時間連続し て使用する場合特に長時間連続し て使用する場合

には、には、 早期の部品交換が必要です。早期の部品交換が必要です。

有寿命部品の交換時期の目安は、有寿命部品の交換時期の目安は、 使用頻度や使用環境使用頻度や使用環境((温湿度など温湿度など ))等の条件によ り 異なり ま等の条件によ り 異なり ま

すが、すが、 通常のご使用で約通常のご使用で約33 年です。年です。 こ の目安は、こ の目安は、 期間中に故障し ないこ と や無償交換をお約期間中に故障し ないこ と や無償交換をお約

束する も のではあり ま せん。束する も のではあり ま せん。

摩耗や劣化等によ る有寿命部品の交換は、摩耗や劣化等によ る有寿命部品の交換は、 保証期間内保証期間内((当社発送から当社発送から 11 年年))においては原則的においては原則的

に無償交換を行いますが、に無償交換を行いますが、 劣悪環境での稼動、劣悪環境での稼動、 落雷など外部要因に起因する故障など の場合落雷など外部要因に起因する故障など の場合

は、は、 標準保証の対象外と なり 、標準保証の対象外と なり 、 製品保証期間内であっ て も有償交換と なり ま す。製品保証期間内であっ て も有償交換と なり ま す。

ACAC ア ダ プ タ は社外購入品につき 、ア ダ プ タ は社外購入品につき 、 代替品代替品と の交換と の交換にて修理に代えさ せていただき ま す。にて修理に代えさ せていただき ま す。

ま た 、ま た 、 保証期間経過後も 、保証期間経過後も 、 代替品の有償交換を さ せていただ き ま す。代替品の有償交換を さ せていただ き ま す。

尚、尚、 本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の故障ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の故障ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、 間接の障害について間接の障害について

も当社はそ の責任を負わないも のと し ま す。も当社はそ の責任を負わないも のと し ま す。
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

Enet-FXEnet-FXには以下の品目が含ま れます。には以下の品目が含ま れます。 　 品目数量を ご確認下さ い。　 品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ Enet-FXEnet-FX本体本体 11 台台

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ 11 個個

Enet-FXEnet-FX専用の専用の ACAC ア ダ プ タ です。ア ダ プ タ です。

※※ 本体に直付けし てあり ま すので脱着はでき ま せん。本体に直付けし てあり ま すので脱着はでき ま せん。

◆◆ Enet-FXEnet-FX ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル 本誌本誌 11 冊冊

序－２ 　 本機の特徴序－２ 　 本機の特徴

RoHSRoHS指令と は指令と は

20032003 年年11月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に含まれる特定有害物質は電子電機機器に含まれる特定有害物質  ※※    のの

使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年77 月月11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を含む対象それ以降特定有害物質を含む対象

製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。製品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。

※※ 特定有害物質特定有害物質66品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ール多臭素化ビ フ ェ ニ ール ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル) ) 」」

◆◆ Enet-FXEnet-FXは、は、 HDLCHDLC フ リ ーラ ン とフ リ ーラ ン と UDPUDP//IPIPプ ロ ト コ ル内蔵のプ ロ ト コ ル内蔵の RoHSRoHS指令対応品で指令対応品で

す。す。 HDLCHDLC フ リ ーラ ン機器は、フ リ ーラ ン機器は、 Enet-FXEnet-FXを介し てを介し て UNIXUNIXマ シン等と ネッ ト ワ ークマ シン等と ネッ ト ワ ーク

通信する事ができ ま す。通信する事ができ ま す。

※※ 設定に必要な通信ソ フ ト設定に必要な通信ソ フ ト 【【 TERM WINTERM WIN】】 は弊社は弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だよ り ダ ウ ン ロ ード し て く だ

さ い。さ い。

詳し い使い方は、詳し い使い方は、 同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。同時にダ ウ ン ロ ード さ れる専用マ ニ ュ ア ルを ご参照く ださ い。

http : //www.d ata-link. co. jp /http : //www.d ata-link. co. jp /
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◆◆ Enet-FXEnet-FXは、は、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルにチャ ン ネルに HDLCHDLC フ リ ーラ ン を有し ま す。フ リ ーラ ン を有し ま す。

本イ ン タ ーフ ェ イ ス の電気的特性は本イ ン タ ーフ ェ イ ス の電気的特性は RS422RS422 です。です。

◆◆ イ ーサネッ ト 側は、イ ーサネッ ト 側は、 UDPUDP//IPIP、、 TELNETTELNET　 　 を内部に標準で搭載し ていま す。　 　 を内部に標準で搭載し ていま す。

ネッ ト ワ ーク 通信は、ネッ ト ワ ーク 通信は、 UDPUDP//IPIP ソ ケ ッ ト を用いてソ ケ ッ ト を用いて Enet-FXEnet-FX と 通信を行います。と 通信を行います。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ーサネッ ト 関連のア ド レ ス等は、イ ーサネッ ト 関連のア ド レ ス等は、プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定プ ロ グ ラ ムモ ード で対話式に設定

が可能です。が可能です。

こ れら の条件設定は、こ れら の条件設定は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROM (ROM (電気的消去、電気的消去、編集可能編集可能) ) に記憶さ せま す。に記憶さ せま す。

設定は設定は HDLCHDLC ポート を設定時のみポート を設定時のみ RS422RS422 チ ャ ン ネルと し て使用し 、チ ャ ン ネルと し て使用し 、 RS422RS422 ⇔⇔

RS232CRS232C変換器変換器++ タ ーミ ナルソ フ ト ＋パソ コ ン のタ ーミ ナルソ フ ト ＋パソ コ ン の RS232CRS232C を使用し た方法とを使用し た方法と

TELNET LOGINTELNET LOGIN に よ る方法が可能です。によ る方法が可能です。 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　

※※1:1:ネ ッ ト ワ ーク 端末機器よ り 、ネッ ト ワ ーク 端末機器よ り 、 Enet-FXEnet-FXに対し てに対し て TELNET LOGINTELNET LOGIN を行う 事でを行う 事で

　 　　 　 Enet-FXEnet-FX の設定変更の設定変更//Enet-FXEnet-FX の再起動が可能です。の再起動が可能です。

ご 注意ご 注意 Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLCポート は送信／受信ク ロ ッ ク によ り 同期を取っ て動作しポート は送信／受信ク ロ ッ ク によ り 同期を取っ て動作し

ま す。ま す。ク ロ ッ ク 信号のないク ロ ッ ク 信号のない HDLCHDLC機器と は接続出来ません。機器と は接続出来ません。 (DPLL (DPLL回路は未回路は未

搭載です。搭載です。))

※※ 11

イ ーサ ネ ッ ト

ハブ

10/100Base

HDLCフ リ ー ラ ン
UNIXま た は

W indowsPC等の

UDPソ ケ ッ ト

Enet-FX

HDLCフ リ ー ラ ン 機器

（ RS422）

イ ーサネ ッ ト

ハブ

10/100Base

HDLCフ リ ー ラ ン

Enet-FX1と
UDP通信を

行う 機器

Enet-FX1と
UDP通信を

行う 機器

Enet-FX Enet-FX1 2
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み方

初めて初めて Enet-FXEnet-FXを ご使用になる場合は、を ご使用になる場合は、こ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながら 実行こ のマ ニ ュ ア ルを次の順に読みながら 実行

し て下さ い。し て下さ い。 　　 Enet-FXEnet-FXは使用に先立ち 、は使用に先立ち 、 11台台11台に設定を行っ てから でないと 動台に設定を行っ てから でないと 動

作し ま せんので、作し ま せんので、 必ず下記の手順を実行し て下さ い。必ず下記の手順を実行し て下さ い。

[第2章 簡単な通信テス ト ]を 参照にし て 2点間の物理的な接続を確認し ます。

[第3章 伝送仕様について ] [第4章 伝送異常の動作] を よ く お読み頂いた上

でシステムを構築し ます。

[第1章 通信を行う 前の準備]を参照にし て Enet-FXに動作条件を設定し ます。

[第5章 使用例] を参照にし て実際の通信を行います。 HDLCフ リ ーラ ン 機

器を接続時には [第6章 物理的仕様] の中にケーブ ル接続例があり ま すの

で、 接続機器に合わせたケーブ ルを ご利用下さ い。

序－４ 　 各部の名称と 働き序－４ 　 各部の名称と 働き  (LED (LE D とと SW )SW )

Enet-FX
Ethernet/HDLC

PROG POWER CONNECT PACKET
PROG/

UDP、 ブ ロ ー ド キャ ス ト パケ ッ ト 送受信時に緑で点滅

④PACKET

UDP/IP通信可能時に緑で点灯、 プ ロ グ ラ ムモ ード 時に赤で点灯

③PROGRAM/CONNECT

電源投入と と も に 赤に点灯

②POWER

電源投入時、 押下し ている と 通信条件固定のプ ロ グ ラ ムモ ード か ら 起動

①PROG

HDLC Dsub15ピ ン メ ス 止めネジ M2.6

10/100Baseコ ネ ク タ

① ② ③ ④

⑤

⑥

10/100Base HDLC
DC5V

⑤ ⑥
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◆◆ UDPUDP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称イ ーサネッ ト に接続さ れる チャ ン ネルも し く はコ ネク タ 部の総称

◆◆ HDLCHDLC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC フ リ －ラ ンに接続されるチャ ンネルもし く は、フ リ －ラ ンに接続されるチャ ンネルもし く は、 コ ネク タ 部の総称コ ネク タ 部の総称

◆◆ 自機自機

Enet-FXEnet-FX と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位と 端末機器を一体と し たネッ ト ワ ーク 上の識別単位

◆◆ 相手機器相手機器

Enet-FXEnet-FX とと UDPUDP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信によ っ て 、 イ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ーイ ーサネッ ト を介し てネッ ト ワ ー

ク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称ク 通信するサーバを含む通信相手機器の総称

◆◆ 端末機器端末機器

HDLCHDLC フ リ －ラ ン チ ャ ン ネルに接続さ れる端末機器の総称フ リ －ラ ン チ ャ ン ネルに接続さ れる端末機器の総称

◆◆ フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM

◆◆ TERM WINTERM WIN

弊社弊社HPHPよ り ダ ウ ン ロ ード するよ り ダ ウ ン ロ ード する TERM WINTERM WINはパソ コ ン のはパソ コ ン の RS232CRS232C を使用し てを使用し て

Enet-FXEnet-FXのロ グ ラ ムモ ード を実行する場合に使用し ます。のロ グ ラ ムモ ード を実行する場合に使用し ます。 キー入力がキー入力が RS232CRS232C

に出力さ れ、に出力さ れ、 RS232CRS232C から の入力は画面に表示さ れます。から の入力は画面に表示さ れます。

※※ TERM WINTERM WIN を使用し て設定するには、を使用し て設定するには、 別売の別売の RS232CRS232C ⇔⇔RS422RS422 のコ ンのコ ン

バータ が必要です。バータ が必要です。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、 各種条件を設定する際の各種条件を設定する際の Enet-FXEnet-FXの状態を言います。の状態を言います。

ネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スやネッ ト ワ ーク 関係のア ド レ スやHDLCHDLCの通信条件等は、の通信条件等は、利用に先立ち一度プ ロ グ利用に先立ち一度プ ロ グ

ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す、ラ ムモ ード で設定を行う 必要があり ま す、不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、不揮発性メ モ リ に記憶さ れる為、そ のそ の

後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。後は電源を入れるだけで設定さ れた条件で動作し ます。

プ ロ グ ラ ムモ ード の実行には以下の２ 通り の方法があり ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード の実行には以下の２ 通り の方法があり ま す。

11）） Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLCポート を使用し て、ポート を使用し て、RS422RS422と し て動作さ せて設定を行いと し て動作さ せて設定を行い

ます。ま す。別売の別売の RS422RS422⇔⇔RS232CRS232C コ ン バータ ＋コ ン バータ ＋RS232CRS232Cポート を持つパソ コポート を持つパソ コ

ン＋タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。ン＋タ ーミ ナルソ フ ト で設定を行う 方法。

22）） Enet-FXEnet-FXのイ ーサネッ ト ポート を使用し て、のイ ーサネッ ト ポート を使用し て、 TELNETTELNETが起動可能な端末よが起動可能な端末よ

り 設定を行う 方法。り 設定を行う 方法。

※※ 1) 1) の場合、の場合、 Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ン ネルはチャ ン ネルは RS422RS422 の非同期通信と し て動の非同期通信と し て動

作し ま す。作し ま す。

◆◆ LFCR

キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、  LFCR   のの 22バイ ト がバイ ト が

付加さ れていま す。付加さ れていま す。

序－５ 　 本書で使われる 用語序－５ 　 本書で使われる 用語
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第１ 章第１ 章　 　 通信を 行う 前の準備　 　 通信を 行う 前の準備

１ －１ 　 電源の投入１ －１ 　 電源の投入

添付の添付の ACACア ダ プ タ を差し 込むと 電源投入と なり ま す。ア ダ プ タ を差し 込むと 電源投入と なり ま す。　　 POWERPOWERのの LEDLEDが赤で点灯が赤で点灯

し ます。し ま す。 　　 ま た 、ま た 、 PROGPROG とと PACKETPACKETのの LEDLEDが緑で点滅し ま す。が緑で点滅し ま す。 こ の間にハード ウ ェこ の間にハード ウ ェ

ア のチ ェ ッ ク を行っ ていま す。ア のチ ェ ッ ク を行っ ていま す。

ご 注意ご 注意 LEDLEDが緑で点滅後に、が緑で点滅後に、赤の点滅赤の点滅 ( (PROGPROG ま たはま たは PACKETPACKETのいずれかのいずれか ) ) と なっと なっ

た場合はた場合はハード ウ ェ ア チ ェ ッ ク で異常を検出し た状態です。ハード ウ ェ ア チ ェ ッ ク で異常を検出し た状態です。

弊社ユーザサポート ま でご連絡下さ い。弊社ユーザサポート ま でご連絡下さ い。

PROGと PACKETの LEDは消灯し ま す

プ ロ グ ラ ムモ ード で、 各種設定を

行ないま す

正常な場合 異常な場合

弊社ユ－ザサポート 課へご連絡下

さ い

PROGま たはPACKETのLEDが赤で

点滅し ま す

１ －２ 　 通信条件の設定を 行う１ －２ 　 通信条件の設定を 行う  ( (プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ))

Enet-FXEnet-FXは、は、各種通信条件、各種通信条件、相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ相手機器のア ド レ ス等を フ ラ ッ シュ ROMROMに記録し て、に記録し て、

そ の設定条件で動作し ます。そ の設定条件で動作し ます。従っ て 、従っ て 、ご利用前に、ご利用前に、各種条件を フ ラ ッ シュ各種条件を フ ラ ッ シュ ROMROMに予に予

め設定し ておく 必要が有り ま す。め設定し ておく 必要が有り ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード と は、プ ロ グ ラ ムモ ード と は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへの編集、への編集、

書き込み作業を行う モ ード です。書き込み作業を行う モ ード です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMは、は、電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。電源を切っ ても そ の内容が消去さ れる こ と はあり ま せん。再度、再度、

電源投入し た後、電源投入し た後、設定さ れた内容で動作し ます。設定さ れた内容で動作し ます。フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへの書き込み繰りへの書き込み繰り

返し 寿命は、返し 寿命は、約約1010万回です。万回です。プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了時に、一括し て書き込みを行い一括し て書き込みを行い

ますので、ま すので、 通常の使用では充分の回数です。通常の使用では充分の回数です。

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM への書き込みは以下のへの書き込みは以下の 22 つの方法が可能です。つの方法が可能です。

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ムモ ード と はプ ロ グ ラ ムモ ード と は
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１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する１ －２ －２ 　 パソ コ ン と 本機を 接続する

メ 　 モメ 　 モ シリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がシリ ア ルチャ ン ネルを使用する場合で端末機器がWindowsWindowsの環境下にあるの環境下にある

場合は、場合は、 TERM WINTERM WINが使用でき ま す。が使用でき ま す。

WindowsWindows のの HyperterminalHyperterminal 等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。等でも プ ロ グ ラ ムモ ード は実行可能です。

出荷時の通信条件は、出荷時の通信条件は、 BPS=9600 BPS=9600 データ 長データ 長=8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ==8ﾋﾞ ｯﾄ STOP=2 ﾊ゚ ﾘﾃｨ= 無し です。無し です。

◆◆ Enet-FXEnet-FXのイ ーサネッ ト ポート を使用し てのイ ーサネッ ト ポート を使用し て TELNETTELNETが使用可能な端末機器からが使用可能な端末機器から

書き込みを行う 方法。書き込みを行う 方法。

※※ ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。ど ち ら の方法もプ ロ グ ラ ムモ ード を対話的に編集する事が可能です。

◆◆ Enet-FXEnet-FXのシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器のシリ ア ルチャ ン ネルを使用し てタ ーミ ナル機能を持つ端末機器 ( (パソパソ

コ ン等コ ン等) ) を 使用する方法。を使用する方法。 　　 Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ン ネルを一時的にチャ ン ネルを一時的に RS422RS422 非非

同期通信と し て使用し ま す。同期通信と し て使用し ま す。 　　 RS232CRS232C を持つパソ コ ン と 接続するには別売のを持つパソ コ ン と 接続するには別売の

RS422RS422 ⇔⇔RS232CRS232C コ ン バータ が必要です。コ ン バータ が必要です。

イ ーサネ ッ ト

Enet-FX

DOS/V機

Enet-FX

ケ ーブ ル

9ピ ン

TERM WIN

ACア ダ プ タ

TELNETが実行可能な端末機器

◆シ リ ア ルチ ャ ン ネルを 使用する 場合 ◆TELNETを 使用する場合

起動

RS232C

/RS422

変換機
ケーブ ル

15ピ ン

※ 別売の変換機及びケ－ブ ルが必要です。



77

第１ 章　 通信を行う 前の準備第１ 章　 通信を行う 前の準備

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の入り 方、 終了方法終了方法

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22 を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、正し く プ ロ グ ラ ムモ ード に入る と 、 パソ コ ン画面ま たはパソ コ ン画面ま たは TELNETTELNET端末には、端末には、

*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知ら せが送信さ れプロ グ ラ ムモード へ入っ た事を知ら せ

ま す。ま す。 こ の時、こ の時、 PROG LEDPROG LED が赤く 点灯し ま す。が赤く 点灯し ま す。 こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、こ の状態がプ ロ グ ラ ムモ ード で、

終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。終了の操作を行っ て通常状態に戻るま で続き ま す。

◆◆ 終了方法終了方法

END END LFCR   を 送出し 、を送出し 、 プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

Enet-FXEnet-FXは、は、 ENDEND を受信する と 以下のよ う に動作し ま す。を受信する と 以下のよ う に動作し ま す。

1.1. *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   を返送し てプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。を返送し てプ ロ グ ラ ムモ ード を終了し ま す。

2.2. (a)(a) PROG SW (1PROG SW (1--33--1) 1) に よ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合

変更内容を フ ラ ッ シュ変更内容を フ ラ ッ シュ ROMROM に書き込みます。に書き込みます。

尚、尚、シリ ア ルポート の通信条件を変更し た場合は、シリ ア ルポート の通信条件を変更し た場合は、フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROMへへ

の書き込み完了後、の書き込み完了後、 通信条件が変更さ れます。通信条件が変更さ れます。

(b )(b ) TELNET (1TELNET (1--33--2) 2) に よ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の場合

上記メ ッ セージを送出後にさ ら に動作の選択要求が送信さ れます。上記メ ッ セージを送出後にさ ら に動作の選択要求が送信さ れます。　　

詳細は詳細は [1 [1--33--22　　 TELNETTELNETによ る プ ロ グラ ムモ ードによ る プ ロ グラ ムモ ード ] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

ご 注意ご 注意 変更内容を フ ラ ッ シュ変更内容を フ ラ ッ シュ ROMROMに書き込むにはに書き込むには約２ 秒約２ 秒かかり ま す。かかり ま す。　　 こ の間にこ の間に

電源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す。電源を 落と し ま すと 設定内容が壊れる 可能性があ り ま す。

プ ロ グ ラ ムモ ード 終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了後に電源を落と す場合は、プ ロ グ ラ ムモ ード 終了メ ップ ロ グ ラ ムモ ード 終了メ ッ

セージ確認後、セージ確認後、 必ず必ず２ 秒以上２ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。

TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード でによ る プ ロ グ ラ ムモ ード で RebootReboot以外の場合は、以外の場合は、設定内容更新後、設定内容更新後、

必ず必ず２ 秒以上２ 秒以上時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。時間を置いてから 電源を落と し て く だ さ い。
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以下に以下に WindowsXPWindowsXPでのでの TELNET Log inTELNET Log in の例をの例を

あげま す。あげま す。

DOSDOSプ ロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入力しプ ロ ン プ ト よ り 以下のコ マ ン ド を入力し

ま す。ま す。

C:¥WINDOWS> telnet 192.168.0.10C:¥WINDOWS> telnet 192.168.0.10

TELNETTELNET接続さ れて右のよ う な画面と なり ます。接続さ れて右のよ う な画面と なり ます。

パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し た場合は、パソ コ ン を タ ーミ ナルと し て準備し た場合は、別売の別売の RS422RS422⇔⇔RS232CRS232Cコ ン バータコ ン バータ

と パソ コ ン 、と パソ コ ン 、 Enet-FXEnet-FX を適切なケーブ ルで接続し ま す。を適切なケーブ ルで接続し ま す。

PROG SWPROG SW を押し ながらを押し ながら Enet-FXEnet-FXの電源を投入し て下さ い。の電源を投入し て下さ い。

こ の動作時のみこ の動作時のみ Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ン ネルはチャ ン ネルは RS422RS422 非同期と し て動作し ま す。非同期と し て動作し ま す。

こ の時の、こ の時の、 プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。プ ロ グ ラ ムモ ード での通信条件は固定です。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps データ 長データ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 22 ビ ッ トビ ッ ト   パリ テ ィパリ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。端末機器の通信条件を上記に合わせて使用し て下さ い。

こ の方法は、こ の方法は、 次の様な場合に有効です。次の様な場合に有効です。

◆◆ TELNET Log inTELNET Log in に よ る設定変更が不能なと き 。によ る設定変更が不能なと き 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PROGPROG 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ードに よ る プ ロ グ ラ ム モ ード

１ －３ －２ 　１ －３ －２ 　 TELN ETTELN ET に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-FXEnet-FXのの IPIP ア ド レ ス はデフ ォ ルト でア ド レ ス はデフ ォ ルト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て いま す。と なっ て いま す。

Enet-FXEnet-FXを接続するネッ ト ワ ーク が上記ア ド レ スのま ま使用し ても問題がを接続するネッ ト ワ ーク が上記ア ド レ スのま ま使用し ても問題が

ない事を確認し て下さ い。ない事を確認し て下さ い。 　 以下の様な場合にはそ のま ま の　 以下の様な場合にはそ のま ま の IPIPア ド レ ス でア ド レ スで

TELNETTELNET通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。通信を行う と 問題が発生する可能性があり ま す。 　 　 　 　　 　 　 　

　 ◆　 ◆ 接続するネッ ト ワーク のアド レス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。接続するネッ ト ワーク のアド レス空間が上記デフ ォ ルト と 異なる場合。

　 ◆　 ◆ 既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。既にデフ ォ ルト のア ド レ スが他の機器で使用さ れている場合。

こ のよ う な場合は、こ のよ う な場合は、 一度、一度、 前述前述1-3-11-3-1 の方法にて使用可能なの方法にて使用可能な IPIPア ド レ ス をア ド レ ス を

設定し た後に行う か、設定し た後に行う か、影響のないセグ メ ン ト 内で影響のないセグ メ ン ト 内でTELNETTELNETによ る設定変更をによ る設定変更を

行います。行います。 　　 ((例例：： Enet-FXEnet-FXと 端末のと 端末の 22台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。台のみを イ ーサネッ ト 接続する 。))

イ ーサネッ ト を介し てイ ーサネッ ト を介し て Enet-FXEnet-FXとと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ード に通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ムモ ード に

入り ま す。入り ま す。 　　 UDPUDP//IPIP通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード に入る事が可能です。通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード に入る事が可能です。
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デフ ォ ルト のパス ワ ード はデフ ォ ルト のパス ワ ード は Enet-FXEnet-FXです。です。

((パス ワ ード は表示さ れませんパス ワ ード は表示さ れません ))

正し いパス ワ ード が入力さ れる と正し いパス ワ ード が入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が表示さ れプ ロ グが表示さ れプ ロ グ

ラ ムモ ード に入り ま す。ラ ムモ ード に入り ま す。 　　 誤っ たパス ワ ード を 入力し た場合は、誤っ たパス ワ ード を 入力し た場合は、 以下の様なメ ッ以下の様なメ ッ

セージが表示さ れパス ワ ード の再入力と なり ま す。セージが表示さ れパス ワ ード の再入力と なり ま す。

Log in incorrectLog in incorrect

プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、プ ロ グ ラ ムモ ード に入っ た後の設定変更等の操作は、 前述前述11--33--11 と 同様です。と 同様です。後述後述

[1-4[1-4　 プ ロ グラ ムモード状態での設定方法　 プ ロ グラ ムモード状態での設定方法] [1-5] [1-5　 設定項目の解説　 設定項目の解説] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

Password :Password :

◆◆ TELNETTELNETによ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了によ る プ ロ グ ラ ムモ ード の終了

TELNETTELNETによ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、によ り プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する場合は、 他の方法と 同様に他の方法と 同様に ENDEND

(end) (end) LFCR   を 入力し ま す。を入力し ま す。

する とする と *** PROGRAM END *** *** PROGRAM END *** LFCR   が表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事をが表示さ れプ ロ グ ラ ムモ ード が終了し た事を

通知し ま す。通知し ま す。 ( (他の方法と こ こ ま では同様です。他の方法と こ こ ま では同様です。))

し かしし かし TELNETTELNETによるプロ グラ ムモード では、によるプロ グラ ムモード では、 設定変更を行っ た値はこ の時点では設定変更を行っ た値はこ の時点では

書き込まれずに、書き込まれずに、 ENDEND メ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示さ れます。メ ッ セージの後に以下の様なメ ッ セージが表示さ れます。

そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。そ れぞれのメ ッ セージの意味は以下のと おり です。

1:Update and Reboot1:Update and Reboot 設定変更値を更新し て設定変更値を更新し て Enet-FXEnet-FX を再起動しを再起動し TELNETTELNET

セッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

2:Quit and Reboot2:Quit and Reboot 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て Enet-FXEnet-FX を再起動しを再起動し TELNETTELNET

セッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

3:Update and Quit3:Update and Quit 設定変更を行い設定変更を行い TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

4:Quit4:Quit 設定変更を破棄し て設定変更を破棄し て TELNETTELNETセッ ショ ン を終わる 。セッ ショ ン を終わる 。

Select number:Select number:

Password :Password :にに Enet-FXEnet-FXで設定で設定 ( (後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ムモ ード 設定項目参照) ) さ れたパス ワ ーさ れたパス ワ ー

ド を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。ド を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。

Select numberSelect numberの所に行いたい処理の番号を入力し てエ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し てエ ン タ ーキーを押し ま す。

11～～22を選択時点でを選択時点でUDPUDP//IPIPデータ 通信状態の場合には下記のメ ッ セージが表示さデータ 通信状態の場合には下記のメ ッ セージが表示さ

れます。れま す。 　 データ 通信状態でないい場合は、　 データ 通信状態でないい場合は、 選択さ れた処理が行われます。選択さ れた処理が行われます。

Warning : Under communication runningWarning : Under communication running

1:Ok  2:Cancel1:Ok  2:Cancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select number:Select number:

Select numberSelect numberの所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。の所に行いたい処理の番号を入力し エ ン タ ーキーを押し ま す。
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11 を入力の場合は、を入力の場合は、 データ 通信の有無に関わら ず、データ 通信の有無に関わら ず、 前述で選択さ れた前述で選択さ れた 11～～33 の処の処

理を行います。理を行います。22を選択の場合は、を選択の場合は、再度再度11～～44の選択メ ッ セージが表示さ れます。の選択メ ッ セージが表示さ れます。

ご 注意ご 注意 11～～33の番号の処理を実行し た場合、の番号の処理を実行し た場合、プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値プ ロ グ ラ ムモ ード 内で設定変更し た値

が書き変わっ た り 、が書き変わっ た り 、 Enet-FXEnet-FXが再起動し ま す。が再起動し ま す。 こ の場合には、こ の場合には、 UDPUDP//IPIP通通

信中のポート の状態が維持出来なく なり ま す。信中のポート の状態が維持出来なく なり ま す。

((イ ーサネッ ト チャ ン ネル、イ ーサネッ ト チャ ン ネル、シリ アルチャ ン ネル共にシリ アルチャ ン ネル共に ) ) よ っ て現在コ ネク ショよ っ て現在コ ネク ショ

ン中の場合、ン中の場合、 強制終了さ れます。強制終了さ れます。

ま た 、ま た 、再起動が行われた場合は再起動が行われた場合は Enet-FXEnet-FXの電源再投入と 同じ 動作と なり まの電源再投入と 同じ 動作と なり ま

す。す。11～～33を選択する場合は、を選択する場合は、現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を ご承現在のデータ 通信状態が破棄さ れる事を ご承

知の上で、知の上で、 注意し て行っ て下さ い。注意し て行っ て下さ い。

※※ UpdateUpdate処理が行なわれると 、処理が行なわれると 、Update Completed Update Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

※※ RebootReboot処理が行なわれると 、処理が行なわれると 、Reboot Completed Reboot Completed LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

※※ TELNETTELNETセッ ショ ンを終了の際に、セッ ショ ンを終了の際に、Disconnected Disconnected LFCR   のメ ッ セージが表示さ れます。のメ ッ セージが表示さ れます。

１ －３ －３ 　 出荷時の設定へ戻す方法１ －３ －３ 　 出荷時の設定へ戻す方法

◆◆ IPIP設定など を忘れてし ま いプ ロ グ ラ ムモ ード に入れなく なっ た場合は、設定など を忘れてし ま いプ ロ グ ラ ムモ ード に入れなく なっ た場合は、以下の方以下の方

法で出荷時の設定に戻すこ と ができ ま す。法で出荷時の設定に戻すこ と ができ ま す。

①① PRG SWPRG SWを押し ながら 電源を投入し てプロ グラ ムモード に入り ます。を押し ながら 電源を投入し てプロ グラ ムモード に入り ます。 (PROG (PROG//

CONNECT CONNECT のの LEDLED が赤で点灯し た状態が赤で点灯し た状態))

②② PRG SWPRG SWを再び押し ま す。を再び押し ま す。 ( (押し 続けま す押し 続けます))

PRG SWPRG SW を押し 続ける とを押し 続ける と PAKECTPAKECTのの LEDLED がオ レ ン ジで点灯し ま す。がオ レ ン ジで点灯し ま す。

更に更に PRG SWPRG SW を押し 続ける とを押し 続ける と PROGPROG//CONNECTCONNECT及び及び PACKET PACKET のの LEDLED が緑が緑

の点灯と なり ま す。の点灯と なり ま す。 こ れを確認し たら 、こ れを確認し たら 、 PRG SWPRG SW を放し ま す。を放し ま す。

③③ PROGPROG//CONNECTCONNECT及び及び PACKET PACKET のの LEDLEDが緑の点滅と なり 、が緑の点滅と なり 、出荷時の状態で出荷時の状態で

初期化さ れます。初期化さ れます。

④④ IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 と なり ま すので、と なり ま すので、TELNETTELNETでこ のでこ の IPIPに対し てロ グ イ ン可能に対し てロ グ イ ン可能

と なり ま す。と なり ま す。
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の設定方法

◆◆ 設定変更の方法は　 ○○設定変更の方法は　 ○○== ○○○○○○  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) が基本です。が基本です。

画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。画面表示し ている書式と 同じ よ う にキー入力し ま す。

エ ン タ ーキーは、エ ン タ ーキーは、 端末の端末の EnterEnterキーを押すこ と を表し ていま す。キーを押すこ と を表し ていま す。

ASCIIASCII コ ード の英大文字、コ ード の英大文字、 英小文字、英小文字、 数字、数字、 記号を使用し ま す。記号を使用し ま す。

例）例） 通信速度の変更例　通信速度の変更例　 19200bps19200bps に変更する 。に変更する 。

    B=19200B=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) ま たは　ま たは　 b=19200b=19200  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ))

 ( (プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。プ ロ グ ラ ムモ ード を終了する ま で通信条件は変わり ま せん。))

◆◆ も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。も し 誤っ た書式や設定できない値を入力し た場合は？を返し ま す。

◆◆ エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー  ( (直前に文字を打たずに直前に文字を打たずに EnterEnterキーのみキーのみ) ) を 押すと 、を押すと 、 現在の設定値現在の設定値

ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。ページま たは次の設定値ページを表示し ま す。

事前に変更入力があっ た場合⇒事前に変更入力があっ た場合⇒変更入力さ れた項目のページを表示変更入力さ れた項目のページを表示

事前に変更入力が無い場合⇒事前に変更入力が無い場合⇒ 現在表示の次のページを表示現在表示の次のページを表示

◆◆ 設定画面のページは全部で設定画面のページは全部で 33 ページあり ま す。ページあり ま す。

表示ページを変える には、表示ページを変える には、前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定前述のエ ン タ ーキーによ る方法の他にページ番号指定

によ る方法があり ま す。によ る方法があり ま す。

例例)) 22  ( (エ ン タ ーキーエ ン タ ーキー ) ) ＝＝ (2 (2 ページ目を表示するページ目を表示する ))

１ －４ －１ 　 基本的な操作方法１ －４ －１ 　 基本的な操作方法
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◆◆ 33 ページ目ページ目
*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//3 ***3 ***
HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS DEST PORTDEST PORT HOST ETHERNET ADDRESSHOST ETHERNET ADDRESS
   1I=0.0.0.0   1I=0.0.0.0   1P=0000  1P=0000   1M=00  1M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   2I=0.0.0.0   2I=0.0.0.0   2P=0000  2P=0000   2M=00  2M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   3I=0.0.0.0   3I=0.0.0.0   3P=0000  3P=0000   3M=00  3M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   4I=0.0.0.0   4I=0.0.0.0   4P=0000  4P=0000   4M=00  4M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   5I=0.0.0.0   5I=0.0.0.0   5P=0000  5P=0000   5M=00  5M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   6I=0.0.0.0   6I=0.0.0.0   6P=0000  6P=0000   6M=00  6M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   7I=0.0.0.0   7I=0.0.0.0   7P=0000  7P=0000   7M=00  7M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   8I=0.0.0.0   8I=0.0.0.0   8P=0000  8P=0000   8M=00  8M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
   9I=0.0.0.0   9I=0.0.0.0   9P=0000  9P=0000   9M=00  9M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 10I=0.0.0.0 10I=0.0.0.0 10P=000010P=0000 10M=0010M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 11I=0.0.0.0 11I=0.0.0.0 11P=000011P=0000 11M=0011M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 12I=0.0.0.0 12I=0.0.0.0 12P=000012P=0000 12M=0012M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 13I=0.0.0.0 13I=0.0.0.0 13P=000013P=0000 13M=0013M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 14I=0.0.0.0 14I=0.0.0.0 14P=000014P=0000 14M=0014M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 15I=0.0.0.0 15I=0.0.0.0 15P=000015P=0000 15M=0015M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 16I=0.0.0.0 16I=0.0.0.0 16P=000016P=0000 16M=0016M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 17I=0.0.0.0 17I=0.0.0.0 17P=000017P=0000 17M=0017M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000
 18I=0.0.0.0 18I=0.0.0.0 18P=000018P=0000 18M=0018M=00:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000:: 0000

◆◆ ２ ページ目２ ページ目
*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//3 ***3 ***
MAC=00MAC=00:: C0C0:: 8484:: 0606:: XXXX:: XXXX ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS
IP=192.168.0.10IP=192.168.0.10 IP ADDRESSIP ADDRESS
PORT=0000PORT=0000 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER
NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 NETMASKNETMASK
DEFG=0.0.0.0DEFG=0.0.0.0 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY
BRDA=255.255.255.255BRDA=255.255.255.255 BROADCAST ADDRESSBROADCAST ADDRESS
PASS=Enet-FXPASS=Enet-FX FTP or TELNET PASS WORDFTP or TELNET PASS WORD
OBSP=0000OBSP=0000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER
UDPT=UUDPT=U UDP TX TYPE [U:UNICAST,BUDP TX TYPE [U:UNICAST,B:: BROADCAST]BROADCAST]

１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面

*** PROGRAM MODE ***+CR+LF*** PROGRAM MODE ***+CR+LFの表示後、の表示後、 エ ン タ ーキーを押すとエ ン タ ーキーを押すと 11 ページ目が表ページ目が表

示さ れます。示さ れま す。

11 ～～33 ページの内容は以下です。ページの内容は以下です。

◆◆ 11 ページ目ページ目
*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//3 ***3 ***
EnetEnet--FX FX 　　 Ver1.1Ver1.1　　 422 2009422 2009//0909//XXXX　　 ROM VERSIONROM VERSION
TCLK=1TCLK=1 TX CLK SELECT [1TX CLK SELECT [1:: ST1 or 2ST1 or 2:: ST2]ST2]
B=96000B=96000 BPS [2400BPS [2400//48004800//96009600//1920019200//3840038400//7680076800//153600153600//1440014400//2880028800

//5760057600//115200115200//4800048000//6400064000//96000]96000]
EF= 0EF=0 DATA ENCODING FORMAT [0DATA ENCODING FORMAT [0:: NRZ or 1NRZ or 1:: NRZI]NRZI]
FLG=EFLG=E FLAG SEND [EFLAG SEND [E//D]D]
OFLG=0OFLG=0 THE NUMBER OF FLAGS INSERTED BEFORE A FRAME [0-15]THE NUMBER OF FLAGS INSERTED BEFORE A FRAME [0-15]
CS= 1CS= 1 CONTROL (RTS) SIGNAL SETTING [0CONTROL (RTS) SIGNAL SETTING [0:: OFF or 1OFF or 1:: ON]ON]
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１ －５ 　 設定項目の解説１ －５ 　 設定項目の解説

１ －５ －１ 　 各項目の意味、１ －５ －１ 　 各項目の意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　 11//33 ペ－ジペ－ジ ・・

◆◆ ROM  VERSIONROM  VERSION

ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。ソ フ ト バージョ ン を表示し ま す。

◆◆ Enet-FXEnet-FX送信ク ロ ッ ク の選択送信ク ロ ッ ク の選択 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 11

TCLK=1 TCLK=1 LFCR HDLCHDLC コ ネク タコ ネク タ 77 番ピ ン番ピ ン STST＋と＋と 1414 番ピ ン番ピ ン STST－から 送信ク－から 送信ク

ロ ッ ク を出力し ま す。ロ ッ ク を出力し ま す。

送信ク ロ ッ ク は本機のク ロ ッ ク で動作し ま す。送信ク ロ ッ ク は本機のク ロ ッ ク で動作し ま す。

送信ク ロ ッ ク送信ク ロ ッ ク 77 番ピ ン番ピ ン STST＋と＋と 1414 番ピ ン番ピ ン STST－から 出力－から 出力

受信ク ロ ッ ク受信ク ロ ッ ク 66番ピ ン番ピ ン RXCRXC＋と＋と 1313番ピ ン番ピ ン RXCRXC－から 入力です。－から 入力です。

TCLK=2 TCLK=2 LFCR HDLCHDLCコ ネク タコ ネク タ 77番ピ ン番ピ ン ST+ST+ とと 1414番ピ ン番ピ ン ST-ST-が入力と なり ま す。が入力と なり ま す。

相手機器の送信ク ロ ッ ク を入力し ま す。相手機器の送信ク ロ ッ ク を入力し ま す。こ のク ロ ッ ク 入力で送信こ のク ロ ッ ク 入力で送信

を行います。を行います。

相手機器の送信ク ロ ッ ク で受信を行います。相手機器の送信ク ロ ッ ク で受信を行います。

送信ク ロ ッ ク送信ク ロ ッ ク 77 番ピ ン番ピ ン STST＋と＋と 1414 番ピ ン番ピ ン STST－から 入力です。－から 入力です。

受信ク ロ ッ ク受信ク ロ ッ ク 66番ピ ン番ピ ン RXCRXC＋と＋と 1313番ピ ン番ピ ン RXCRXC－から 入力です。－から 入力です。

ご 注意ご 注意 HDLCHDLC接続機器から のク ロ ッ ク で送受信を行う 場合は、接続機器から のク ロ ッ ク で送受信を行う 場合は、必ず必ずTCLK=2TCLK=2で設定で設定

し て下さ い。し て下さ い。 　　 双方がク ロ ッ ク 出力状態の場合は最悪機器を破損する恐れ双方がク ロ ッ ク 出力状態の場合は最悪機器を破損する恐れ

があり ま す。があり ま す。

◆◆ シ リ ア ル通信速度シ リ ア ル通信速度 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 96009600

B= nnnn B= nnnn LFCR nnnn bpsnnnn bps と し ま す。と し ま す。

値は値は 2400,4800,9600,19200,38400,76800,1536002400,4800,9600,19200,38400,76800,153600

14400,28800,57600,115200,48000,64000,9600014400,28800,57600,115200,48000,64000,96000 の何れかです。の何れかです。

※※ 48000,64000,9600048000,64000,96000 のシリ ア ル通信速度選択時は誤差があり ま す。のシリ ア ル通信速度選択時は誤差があり ま す。

◆◆ デ－タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ トデ－タ エ ン コ －デ ィ ン グ フ ォ －マ ッ ト デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00

EF= 0 EF= 0 LFCR NRZNRZ形式と し ま す。形式と し ま す。

EF= 1 EF= 1 LFCR NRZINRZI形式と し ま す。形式と し ま す。
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◆◆ フ レ ー ム間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の送信フ レ ー ム間の フ ラ グ ／ア イ ド ル の送信 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 EE

FLG=D FLG=D LFCR フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま せん。フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま せん。

フ レ ーム間はマ ークフ レ ーム間はマ ーク  (1)  (1) です。です。

FLG=E FLG=E LFCR フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま す。フ レ ーム間でフ ラ グ を送信し ま す。

((送出する送出する HDLCHDLC フ レ ームがない場合にフ ラ グフ レ ームがない場合にフ ラ グ  (0x7E)  (0x7E) をを

送信し ま す。送信し ま す。))

◆◆ フ レ ー ム間ま た はフ レ ー ム前の最小フ ラ グ 数設定フ レ ー ム間ま た はフ レ ー ム前の最小フ ラ グ 数設定 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00

OFLG=nn OFLG=nn LFCR nnnn はは 00 ～～1515 の数値を指定し ま す。の数値を指定し ま す。

上記上記FLG=EFLG=E の設定時で、の設定時で、 フ レ ーム間に空きが無い場合のフ レ ーム間に空きが無い場合の

出力は以下の通り です。出力は以下の通り です。

◆◆ C:C :コ ン ト ロ ールコ ン ト ロ ール  (RTS)  (RTS) 信号の状態設定信号の状態設定 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 11

CS= 1 CS= 1 LFCR Enet-FXEnet-FXのの C:C:コ ン ト ロ ールコ ン ト ロ ール  (RTS)  (RTS) 信号が常に信号が常に ONON

CS=0 CS= 0 LFCR Enet-FXEnet-FXのの C:C:コ ン ト ロ ールコ ン ト ロ ール  (RTS)  (RTS) 信号が常に信号が常に OFFOFF

し かしし かし OFLG=OFLG= にに 00以外を設定する と 、以外を設定する と 、 フ レ ーム間に空きが無く ても以下のよ うフ レ ーム間に空きが無く ても以下のよ う

な出力と なり ま す。な出力と なり ま す。

プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　 22//33 ペ－ジペ－ジ

・・

◆◆ 自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

MAC=00:C0:84:hh:hh:hhMAC=00:C0:84:hh:hh:hh　 こ の項目は、　 こ の項目は、 変更でき ま せん。変更でき ま せん。

hh:hh:hhhh:hh:hh 部分は、部分は、 個々の装置にユニ ーク な番号です。個々の装置にユニ ーク な番号です。

◆◆ 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 192.168.0.10192.168.0.10

IP=ddd .ddd .ddd .ddd  IP=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR 自機自機 IPIPア ド レ ス を設定し ま す。ア ド レ ス を設定し ま す。

IPIPア ド レ スは、ア ド レ スは、 3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1 バイ トバイ ト ) ) 単単

位を ド ッ ト で区切り 、位を ド ッ ト で区切り 、 各各88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で表示し ま す。進数で表示し ます。

個々の個々の dddddd の部分は、の部分は、 00 ～～255255 です。です。

OPEN

FLG

(0x7E)

フレーム1
CLOSE

FLG

(0x7E)

OPEN

FLG

(0x7E)

フレーム2
CLOSE

FLG

(0x7E)

フ レ ーム間空き無し

OFLG=0設定時

OPEN

FLG

(0x7E)

フレーム1
CLOSE

FLG

(0x7E)

OFLG= n

FLG

(0x7E)

OFLG=n

FLG

(0x7E)

OPEN

FLG

(0x7E)

フレーム2
CLOSE

FLG

(0x7E)

フ レ ーム間(1と 2)に空き が無い送信
OFLG=2の設定によ り 空きの無いフ レ ーム間に設定数分のフ
ラ グが挿入さ れる

例) OFLG=2設定時

(追加仕様部分)
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◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  DEFG=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のデフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 値を設定し ま す。設定値は、設定値は、IPIPア ドア ド

レ ス と 同様な書式です。レス と 同様な書式です。下図下図 [ [異なるネーッ ト ワーク 間の通信異なるネーッ ト ワーク 間の通信] ] を参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

◆◆ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 255.255.255.255255.255.255.255

BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd BRDA=ddd.ddd .ddd .ddd LFCR

サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。サブ ネッ ト のブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス値を設定し ま す。設定値は、設定値は、IPIPア ド レ スア ド レ ス

と 同様な書式です。と 同様な書式です。こ の値は、こ の値は、 IPIPとと NETMNETMの設定で連動し て変化し ま す。の設定で連動し て変化し ま す。特に変特に変

更を要する時にこ のコ マ ン ド を使用し ま す。更を要する時にこ のコ マ ン ド を使用し ま す。下図下図 [ [異なる ネッ ト ワ ーク 間の通信異なるネッ ト ワ ーク 間の通信]]

を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

UDPUDP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト パケ ッ ト を 受信する 場合は、ブ ロ ード キ ャ ス ト パケ ッ ト を 受信する 場合は、 UDPUDP ブ ロ ー ド キ ャ ス トブ ロ ード キ ャ ス ト

パケ ッ ト に 指定さ れて い る 宛先パケ ッ ト に 指定さ れて い る 宛先 IPIP を 設定し て 下さ い 。を 設定し て 下さ い 。 宛先宛先 IPIP と 設定さ れと 設定さ れ

た ブ ロ ード キ ャ ス ト ア ド レ ス が一致し て お り 、た ブ ロ ード キ ャ ス ト ア ド レ ス が一致し て お り 、 宛先宛先 PORT NoPORT No がが PORT=PORT= でで

指定の自機指定の自機 PORT NoPORT No で あるである UDPUDP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト パケ ッ ト を 受信し ま す。ブ ロ ード キ ャ ス ト パケ ッ ト を 受信し ま す。

※※ 上記のアド レス設定は同一のセグメ ン ト 内で通信を行う 場合には必要あり ません。上記のアド レス設定は同一のセグメ ン ト 内で通信を行う 場合には必要あり ません。

◆◆ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

PORT=hhhh PORT=hhhh LFCR ソ ース ポート 番号を設定し ま す。ソ ースポート 番号を設定し ま す。

番号は、番号は、 1616 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (2 (2 バイ トバイ ト ) ) で示さ れま す。で示さ れま す。 1616 進数で指定し ま す。進数で指定し ます。

※※ ポート 番号はポート 番号は 00000000 の状態は未設定と なり ま す。の状態は未設定と なり ま す。

ご 注意ご 注意 Enet-FXEnet-FXのの PORTPORTの設定はの設定は､､すべてすべて Hex (16Hex (16 進数進数) ) での指定と なり ま すでの指定と なり ま す｡｡通通

信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の信相手機器のソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム等の PORTPORT指定が指定が Dec (10Dec (10進数進数) ) の場合がの場合が

あり ま すのであり ま すので､､ご注意下さ いご注意下さ い｡｡

例例)) Enet-FXEnet-FX側で側で PORTPORTをを 1000 (Hex) 1000 (Hex) と 指定し た場合と 指定し た場合､､通信相手機器で通信相手機器で

設定する設定する Enet-FXEnet-FXのポート はのポート は､10､10 進数で進数で 4096 (Dec) 4096 (Dec) と 指定し ま すと 指定し ま す｡｡

ポート 番号のポート 番号の 00 ～～1024 (0400h) 1024 (0400h) ま ではま では well-known portwell-known portと し て予約さと し て予約さ

れてれていま す。いま す。 通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。通常のデータ 通信には別の番号を設定し て下さ い。

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  NETM=ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。サブ ネッ ト の場合のネッ ト マ ス ク 値を設定し ま す。設定値は、設定値は、IPIPア ド レ ス と 同様ア ド レ ス と 同様

な書式です。な書式です。 下図下図 [ [異なる ネーッ ト ワ ーク 間の通信異なるネーッ ト ワ ーク 間の通信] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。 ・・
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ネッ ト ワ ーク

相手機器 No.1 IP= 192.168.20.12

ルータ ー No.2 IP= 192.168.20.02

ルータ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ルータ ー No.3 IP= 192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-FX
IP= 192.168.50.30 NETM=255.255.255.0 DEFG=192.168.50.1

BRDA=192.168.50.255 相手No.1= 192.168.20.12 相手No.2= 192.168.50.40

他ネッ ト へ

192.168.20.0

のサブ ネッ ト

192.168.50.0

のサブ ネッ ト

※太線が通信さ れるルート

★異なるネッ ト ワ ーク 間の通信例

◆◆ TELN ET Log inTELN ET Log in 時のパス ワ －ド を 指示する時のパス ワ －ド を 指示する デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 Enet-FXEnet-FX

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は最大は最大88 文字です。文字です。

TELNETTELNETで相手よ り ア ク セスがあっ た時、で相手よ り ア ク セスがあっ た時、 PASS=PASS= で指定さ れている文字列とで指定さ れている文字列と

チ ェ ッ ク を行いま す。チ ェ ッ ク を行いま す。 一致し なければ一致し なければ TELNETTELNET通信は行いません。通信は行いません。

PASS=PASS=   LFCR で指定無し と なり ま す。で指定無し と なり ま す。

※※ PASSPASS無し の場合、無し の場合、 TELNET Log inTELNET Log in に てセキュ リ テ ィ なし でのにてセキュ リ テ ィ なし での Enet-FXEnet-FXの再起動の再起動

が可能と なっ てし ま いま す。が可能と なっ てし ま いま す。安全の為、安全の為、PASSPASSの設定を行う 事を おすすめし ま す。の設定を行う 事を おすすめし ま す。

◆◆ 将来拡張用ポ－ト 番号将来拡張用ポ－ト 番号 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

OBSP=hhhh OBSP=hhhh LFCR

拡張用のポ－ト 番号です。拡張用のポ－ト 番号です。

通常設定の必要はあり ま せん。通常設定の必要はあり ま せん。

◆◆ UDPU D P パケ ッ ト 送信タ イ プ を 設定するパケ ッ ト 送信タ イ プ を 設定する デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 UU

UDPT=U UDPT=U LFCR UDPUDPパケ ッ ト を ユニ キャ ス ト で送信し ま す。パケ ッ ト を ユニ キャ ス ト で送信し ま す。

宛先宛先MACMACはは APRAPRによ り 取得し ま す。によ り 取得し ま す。

宛先宛先IPIP、、PORTPORTは、は、1I=1I=、、1P=1P= に指定のア ド レ ス と なり ま す。に指定のア ド レ ス と なり ま す。

UDPT=B UDPT=B LFCR UDPUDPパケ ッ ト を ブ ロ ード キャ ス ト で送信し ま す。パケ ッ ト を ブ ロ ード キャ ス ト で送信し ま す。

宛先宛先MACMAC ア ド レ スはブ ロ ード キャ ス トア ド レ スはブ ロ ード キャ ス ト  (ALL 0xFF)  (ALL 0xFF) と なりと なり

ま す。ま す。

宛先宛先IPIP、、PORTPORTは、は、1I=1I=、、1P=1P= に指定のア ド レ ス と なり ま す。に指定のア ド レ ス と なり ま す。
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プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　プ ロ グ ラ ムモ －ド の設定　 3/33 /3 ペ－ジペ－ジ

◆◆ 相手相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  nnI= ddd .ddd .ddd .ddd  LFCR

テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手番の相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を ddd.ddd .ddd .dddddd.ddd .ddd .ddd と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、 IPIPア ド レ ス と 同様な書式です。ア ド レ ス と 同様な書式です。

既に設定さ れていた既に設定さ れていた   テ ーブ ルテーブ ル nnnn番の番の IPIPア ド レ ス を異なる値に設定し た場合は、ア ド レ ス を異なる値に設定し た場合は、

同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。同じ テーブ ルの相手イ ーサネッ ト ア ド レ ス を消去し ま す。

1I1I ＝，＝， 1P=  (11P=  (1番目番目) ) に設定し た相手に対し てに設定し た相手に対し て Enet-FXEnet-FXは、は、 UDPUDP//IPIP通信を行いま通信を行いま

す。す。

22～～1818の相手テーブ ルに登録し た相手へは通信出来ません。の相手テーブ ルに登録し た相手へは通信出来ません。 ( (受信のみ可能です受信のみ可能です))

UDPUDP//IPIP通信は複数の相手と 同時に通信は出来ません。通信は複数の相手と 同時に通信は出来ません。

◆◆ 相手ポー ト 番号相手ポー ト 番号 デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 00000000

nnP= hhhh nnP= hhhh LFCR テ ーブ ルテーブ ル nnnn 番の相手ポート 番号を番の相手ポート 番号を hhhhhhhh と し ま す。と し ま す。

nnnn は、は、 11 ～～1818 のテ ーブ ル番号です。のテーブ ル番号です。

設定値は、設定値は、 ソ ースポート と 同様な書式です。ソ ースポート と 同様な書式です。

※※ 00000000 を 設定の場合、を設定の場合、 こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。こ のテーブ ルナン バーは未設定と なり ま す。

相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。相手機器と 通信を行なう には必ず必要な設定です。

◆◆ 相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス相手イ ーサネ ッ ト ア ド レ ス

nnM=hh:hh:hh:hh:hh:hhnnM=hh:hh:hh:hh:hh:hh

こ の項目は、こ の項目は、 設定する必要が有り ま せん。設定する必要が有り ま せん。

ARPARPによ り 自動的に取得し ます。によ り 自動的に取得し ます。 開設失敗の場合は、開設失敗の場合は、 自動的に消去し ます。自動的に消去し ます。

nnM=0 nnM=0 LFCR   で消去する事が出来ます。で消去する事が出来ます。消去さ れた場合は、消去さ れた場合は、再度再度ARPARPから の手順から の手順

と なり ま す。と なり ま す。 ( (ユニ キャ ス ト の場合ユニ キャ ス ト の場合))

◆◆ 全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する全て の設定値を デ フ ォ ル ト と する

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シュフ ラ ッ シュ ROMROM内の全ての設定値がデフ内の全ての設定値がデフ ｫｫルト 値と なり ま す。ルト 値と なり ま す。

ご 注意ご 注意 今までの設定内容がすべて消えてし ま いま す。今ま での設定内容がすべて消えてし ま いま す。重要な設定値は、重要な設定値は、他にメ モ を他にメ モ を

残し てから 実行し て下さ い。残し てから 実行し て下さ い。
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2)2) Enet-FXEnet-FX と 通信を行う 通信相手機器がと 通信を行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を実行できない場合は、コ マ ン ド を実行できない場合は、相相

手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の手機器が接続さ れるセグ メ ン ト 内の pingp ing が可能な機器よ り 実行し ま す。が可能な機器よ り 実行し ま す。

((テ ス ト 方法／結果はテス ト 方法／結果は 1) 1) と 同様です。と 同様です。

※※ UNIXUNIX マ シン等でのマ シン等での pingp ing の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。の実行方法は機器のマ ニ ュ ア ル等を参考にし て下さ い。

※※ information Request/Replyinformation Request/Reply

Timestamp/Timestamp ReplyTimestamp/Timestamp Reply

Address Mask Request/ReplyAddress Mask Request/Reply には対応し ており ま せん。には対応し ており ま せん。

第２ 章第２ 章　 簡単な通信テ ス ト　 簡単な通信テ ス ト

1)1) Enet-FXEnet-FX と 通信する イ ーサネッ ト 相手機器がと 通信する イ ーサネッ ト 相手機器が UNIXUNIX マ シン ま たはマ シン ま たは WindowsWindows マ シマ シ

ン の場合ン の場合

　 ▼　 ▼ Enet-FXEnet-FX自身の自身の IPIPア ド レ ス を設定する 。ア ド レ ス を設定する 。  ( (第第11章を参照章を参照))

例例)) IP= 192.168.0.130 (IP= 192.168.0.130 (同一セグ メ ン ト 内の場合の例です同一セグ メ ン ト 内の場合の例です))

　 ▼　 ▼ 通信を行う 相手機器よ り通信を行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を実行する 。コ マ ン ド を実行する 。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な通信テ ス トを 使っ た 簡単な通信テ ス ト

Microsoft (R) W indows XPMicrosoft (R) W indows XPでのでの pingp ing テ ス ト 成功例テス ト 成功例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128Rep ly from 192.168.0.130: bytes=32 time=1ms TTL= 128

上記が返送さ れれば、上記が返送さ れれば、 物理的な接続は問題あり ま せん。物理的な接続は問題あり ま せん。

Microsoft (R) W indows XPMicrosoft (R) W indows XPでのでの pingp ing テ ス ト 失敗例テス ト 失敗例

C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130C:¥WINDOWS>p ing  192.168.0.130

Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:Ping ing  192.168.0.130 with 32 bytes of data:

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、上記のよ う なメ ッ セージが返送の場合は、 ケーブ ル接続／経路等を ご確認下さ い。ケーブ ル接続／経路等を ご確認下さ い。
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  第３ 章第３ 章　 伝送仕様に ついて　 伝送仕様に ついて

Enet-FXEnet-FXは、は、 自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行いま す。自機宛のパケ ッ ト か否かの判定を以下のよ う に行いま す。

▼▼ イ ーサネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ア ド レ スデス ト ネーショ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機MACMACア ド レ スの一致ア ド レ スの一致

ソース ア ド レ スソ ース ア ド レ ス  ( (送信元送信元MACMACア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の相手と 自機保持の相手MACMACア ド レ スの一致、ア ド レ スの一致、

も し く はデス ト ネーショ ン ア ド レ スがブ ロ ード キャ ス ト の場合も し く はデス ト ネーショ ン ア ド レ スがブ ロ ード キャ ス ト の場合

▼▼ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デス ト ネーショ ンデス ト ネーショ ン IPIPア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先IP) IP) と 設定し た自機と 設定し た自機 IPIPア ド レ ス の一致ア ド レ スの一致

ま たは、ま たは、 ブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ スブ ロ ード キャ ス ト ア ド レ ス BRDABRDA＝で指定の＝で指定の IPIPの場合の場合

▼▼ UDPU DP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート No (No (送信先ポート送信先ポート No) No) と 設定し た自機ポートと 設定し た自機ポート NoNoの一致の一致

するする UDPUDPパケ ッ ト を受信し ま す。パケ ッ ト を受信し ま す。

ま た 、ま た 、送信は設定し たデス ト ネーショ ン送信は設定し たデス ト ネーショ ン IP,IP, ポートポート No (1I= ,No (1I= ,　　 1P= ) 1P= ) 宛に送信し ま宛に送信し ま

す。す。

例例)) IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポートポート NoNo の設定例の設定例 ( (ユニ キャ ス トユニ キャ ス ト ))

下記のよ う な設定で、下記のよ う な設定で、 自機と 相手機器と の間で自機と 相手機器と の間で UDPUDP通信が可能です。通信が可能です。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

▼▼ 矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。矢印のよ う な関係になっ ている必要があり ま す。

▼▼ Enet-FXEnet-FXのポート ナン バーの指定はのポート ナン バーの指定は Hex (16Hex (16 進数進数) ) です。です。

上記例で相手機器のポート 指定を上記例で相手機器のポート 指定を 1010 進進で行なう 場合は、で行なう 場合は、 A10C=41228 (Dec)A10C=41228 (Dec)、、

B001=45057 (Dec) B001=45057 (Dec) と なり ま す。と なり ま す。

▼▼ Enet-FXEnet-FXのポート ナン バー指定で、のポート ナン バー指定で、 00000000 は未設定扱いと なり ま す。は未設定扱いと なり ま す。 必ず必ず 00000000

以外の設定が必要です。以外の設定が必要です。

Enet-FX 設定

MAC=XX:XX:XX:XX:XX:XX

イ ーサネッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP= 192.168.0.10

自機IPア ド レ ス

PORT=A10C(Hex)

自機ポート ア ド レ ス

1I= 192.168.0.20

相手IPア ド レ ス

1P=B001

相手ポート ア ド レ ス

イ ーサネッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

192.168.0.20

自機IPア ド レ ス

B001

自機ポート ア ド レ ス

IP=192.168.0.10

相手IPア ド レ ス

A10C(Hex)

相手ポート ア ド レ ス

UDPT=U

UDPパケ ッ ト 送出タ イ プ
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Enet-FXEnet-FXは、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サーバサーバ) ) 、、 ルータ 等が発行するルータ 等が発行する ARPARPブ ロ ード キャ ス トブ ロ ード キャ ス ト

に応答しに応答し AARPRP応答を返送し ま す。応答を返送し ま す。

こ れによ りこ れによ り ARPARP発行元は、発行元は、 Enet-FXEnet-FXのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来まのイ ーサネッ ト ア ド レ ス を得る こ と が出来ま

す。す。 ま た 、ま た 、 Enet-FXEnet-FX から ユニ キャ ス ト にて コ ネク シ ョ ン を 開設する際に 、から ユニ キャ ス ト にて コ ネク シ ョ ン を 開設する際に 、 相手の相手の

イ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ていない場合は、イ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ていない場合は、ARPARPブ ロ ード キャ ス ト を発行し まブ ロ ード キャ ス ト を発行し ま

す。す。

応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。応答し てき た相手のイ ーサネッ ト ア ド レ ス を取得し ま す。サブ ネッ ト 間の通信を行サブ ネッ ト 間の通信を行

う 場合は、う 場合は、 NETMNETM 等の設定が必要と なり ま す。等の設定が必要と なり ま す。

[1[1--55　 設定項目の解説　 設定項目の解説] ] 中の中の NETMNETM等の設定ぺージ及び等の設定ぺージ及び [ [異なる ネッ ト ワ－ク 間の通異なるネッ ト ワ－ク 間の通

信例信例] ] を 参照し て下さ い。を参照し て下さ い。

３ －２ 　３ －２ 　 AR PAR P に 対する 応答に対する 応答

３ －３ 　３ －３ 　 U D PU D P 送受信状態への移行送受信状態への移行

◆◆ Enet-FXEnet-FXがが UDPUDP//IPIP通信可能状態になるには、通信可能状態になるには、イ ーサネッ ト 通信相手機器であるイ ーサネッ ト 通信相手機器である

相手の相手の宛先宛先 IPIPア ド レ スア ド レ ス  (1I= )  (1I= ) 、、 デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート No (1P= ) No (1P= ) が正し く 設定が正し く 設定

さ れている必要があり ま す。さ れている必要があり ま す。

※※ 通信相手通信相手TBLTBL　　 11番目に設定さ れた相手と番目に設定さ れた相手と UDPUDP//IPIPの送受信が可能です。の送受信が可能です。

ま た、ま た 、 Enet-FXEnet-FX自身の自身の IPIPア ド レ スア ド レ ス  (IP= )  (IP= ) と ポートと ポート No (PORT= ) No (PORT= ) が設定さ れていが設定さ れてい

る必要があり ま す。る必要があり ま す。

◆◆ 上記状態で、上記状態で、 Enet-FXEnet-FXの電源を投入する と 、の電源を投入する と 、 ユニ キャ ス ト 通信時には宛先ユニ キャ ス ト 通信時には宛先IPIPアア

ド レ スド レ ス  (1I= )  (1I= ) に対し てに対し て ARPARP要求を送信し ま す。要求を送信し ま す。

ARPARP要求に対し て相手機器よ り要求に対し て相手機器よ り ARPARP応答がある と 　応答がある と 　 CONNECT LEDCONNECT LEDが緑で点灯が緑で点灯

しし UDPUDP//IPIP通信可能状態と なり ま す。通信可能状態と なり ま す。

◆◆ UDPUDPブ ロ ード キャ ス ト 送信を行う 場合は、ブ ロ ード キャ ス ト 送信を行う 場合は、前述の前述の UDPT=BUDPT=Bを設定し ま す。を設定し ま す。こ の場こ の場

合は合はARPARP要求は送出し ません。要求は送出し ません。 ( (宛先宛先MACMACア ド レ スは常にア ド レ スは常に ALL 0xFFALL 0xFFと なり ま す。と なり ま す。))

ま た 、ま た 、宛先ブ ロ ード キャ ス ト宛先ブ ロ ード キャ ス ト IPIPをを 1I=1I= に設定し ま す。に設定し ま す。宛先、宛先、自機自機IPIP、、 PORTPORTが設が設

定さ れている と定さ れている と CONNECT LEDCONNECT LEDが緑で点灯し てが緑で点灯し て UDPUDP//IPIPブ ロ ード キャ ス ト 通信可ブ ロ ード キャ ス ト 通信可

能状態と なり ま す。能状態と なり ま す。

◆◆ UDPUDP//IPIP通信可能状態と なっ た後に、通信可能状態と なっ た後に、 HDLCHDLC フ リ ーラ ン チ ャ ン ネルに正常受信のフ リ ーラ ン チ ャ ン ネルに正常受信の

データ の情報部及びデータ の情報部及び FSCFSC部を部を UDPUDP通信相手に通信相手に UDPUDPパケ ッ ト 送信し ま す。パケ ッ ト 送信し ま す。

◆◆ ARPARP応答が無い場合には、応答が無い場合には、 自動的に自動的に ARPARPの再送を行います。の再送を行います。
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３ －４３ －４     デ－タ の伝送デ－タ の伝送

※※ Enet-FXEnet-FXは、は、 FSCFSC部のチ ェ ッ ク ま たは付加を一切行わず、部のチ ェ ッ ク ま たは付加を一切行わず、 データ と し て処理しデータ と し て処理し

ま す。ま す。

HDLD Ethernet

プ ラ グ部

01111110

Eth

ヘッ ダ ー

+ IP

ヘッ ダ ー

+UDP
ヘッ ダ ー

UDPデータ 部

情報部 FSC部

16b it整数倍

Max256Byte

CRC

16b it

情報部 FSC部

16bit整数倍

Max256Byte

CRC

16b it

プ ラ グ部

01111110

プ ラ グ部

01111110

情報部 FSC部

16bit整数倍

Max256Byte

CRC

16b it

プ ラ グ部

01111110

Eth

ヘッ ダ ー

+ IP

ヘッ ダ ー
+UDP

ヘッ ダ ー

UDPデータ 部

情報部 FSC部

16b it整数倍

Max256Byte

CRC

16b it

HDLD Ethernet

E
net-F

X

H DLCH DLC チ ャ ン ネル に デー タ を 受信し てチ ャ ン ネル に デー タ を 受信し て UDPU D P パケ ッ ト 送信時の処理パケ ッ ト 送信時の処理

◆◆ UDPUDP//IPIP通信可能状態で、通信可能状態で、HDLCHDLCフ リ ーラ ン チ ャ ン ネルから 受信し たフ リ ーラ ン チ ャ ン ネルから 受信し た正し いフ レ ー正し いフ レ ー

ムデータ は情報部及び、ムデータ は情報部及び、 FSCFSC部を部を UDPUDP//IPIPの１ パケ ッ ト と し て送信し ま す。の１ パケ ッ ト と し て送信し ま す。

◆◆ HDLCHDLC フ レ ーム構造は以下の通り です。フ レ ーム構造は以下の通り です。 情報部の最大長は情報部の最大長は 256byte256byte と し ま す。と し ま す。

◆◆ HDLCHDLC フ レ ームデータ 受信時、フ レ ームデータ 受信時、 FSCFSC の確認、の確認、 制御は行いません。制御は行いません。

ア ド レ ス部コ ン ペア及びコ マ ン ド 判定アド レ ス部コ ン ペア及びコ マ ン ド 判定・・ フ レ ーム制御によ る再送制御も実施し まフ レ ーム制御によ る再送制御も実施し ま

せん。せん。

◆◆ HDLCHDLCチャ ン ネルから 受信し たデータ がタ イ ムフ ィ ルの為のフ ラ グシーケン スのチャ ン ネルから 受信し たデータ がタ イ ムフ ィ ルの為のフ ラ グシーケン スの

場合、場合、 UDPUDP//IPIPパケ ッ ト は送信し ま せん。パケ ッ ト は送信し ま せん。

UDPU DP パケ ッ ト 受信し てパケ ッ ト 受信し て HDLCH DLC チ ャ ン ネ ルか ら デ ー タ を 送信時の処理チ ャ ン ネ ルか ら デ ー タ を 送信時の処理

◆◆ Enet-FXEnet-FXは、は、 UDPUDP//IPIP通信可能状態で自機宛の通信可能状態で自機宛の UDPUDP//IPIP パケ ッ ト を受信の場合、パケ ッ ト を受信の場合、

UDPUDP//IPIPのデータ 部のみをのデータ 部のみを HDLCHDLC フ リ ーラ ン チ ャ ン ネルよ り 規定のフ リ ーラ ン チ ャ ン ネルよ り 規定の HDLCHDLC フ レ ーフ レ ー

ムフ ォ ーマ ッ ト によ り 送信し ま す。ムフ ォ ーマ ッ ト によ り 送信し ま す。

◆◆ UDPUDP//IPIPパケ ッ ト 受信時に、パケ ッ ト 受信時に、UDPUDP//IPIPパケ ッ ト のデータ 部にセッ ト さ れたパケ ッ ト のデータ 部にセッ ト さ れた FSCFSCの確の確

認、認、 制御制御は行いません。は行いません。

ア ド レ ス部コ ン ペア及びコ マ ン ド 判定、ア ド レ ス部コ ン ペア及びコ マ ン ド 判定、フ レ ーム制御によ る再送制御も実施し まフ レ ーム制御によ る再送制御も実施し ま

せん。せん。

◆◆ 出力データ が無い場合、出力データ が無い場合、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルにフ ラ グシーケン ス を送信可能です。チャ ン ネルにフ ラ グシーケン ス を送信可能です。

((プ ロ グ ラ ムモ ード 設定プ ロ グ ラ ムモ ード 設定FLG=FLG= に よ り フ ラ グ送出の有無が設定可能です。によ り フ ラ グ送出の有無が設定可能です。))
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◆◆ HDLCHDLC フ リ ーラ ン よ りフ リ ーラ ン よ り 6464バイ ト フ レ ームデータ をバイ ト フ レ ームデータ を 115200bps115200bpsの設定で受信を行の設定で受信を行

い、い、 UDPUDPユニ キャ ス ト パケ ッ ト を送出可能なこ と 、ユニ キャ ス ト パケ ッ ト を送出可能なこ と 、 送出さ れた送出さ れた UDPUDPパケ ッ ト をパケ ッ ト を

評価機にてループ バッ ク さ せる こ と で双方向伝送を行い、評価機にてループ バッ ク さ せる こ と で双方向伝送を行い、フ レ ーム抜けの発生がフ レ ーム抜けの発生が

無いこ と を確認し ていま す。無いこ と を確認し ていま す。

◆◆ Enet-FXEnet-FXよ りよ り UDPUDP//IPIPパケ ッ ト を イ ーサネッ ト 通信相手機器に送信時、パケ ッ ト を イ ーサネッ ト 通信相手機器に送信時、相手機器相手機器

のソ ケ ッ ト が未起動で”のソ ケ ッ ト が未起動で” ポート ア ン リ ーチ ャ ブ ル”ポート ア ン リ ーチ ャ ブ ル” のの ICMPICMPメ ッ セージが返送さメ ッ セージが返送さ

れてもれても UDPUDP//IPIPパケ ッ ト の送出は継続さ れます。パケ ッ ト の送出は継続さ れます。

(HDLC(HDLCチ ャ ン ネルよ り データ 受信の間チャ ン ネルよ り データ 受信の間))

ご 注意ご 注意 基本的に双方向の伝送が可能ですが、基本的に双方向の伝送が可能ですが、 UDPUDPソ ケ ッ ト の場合はフ ロ ー制御がソ ケ ッ ト の場合はフ ロ ー制御が

効かないこ と 。効かないこ と 。相手機器の受信確認が無いこ と 。相手機器の受信確認が無いこ と 。　 ま た 、　 ま た 、シリ ア ル側の通信シリ ア ル側の通信

速度が速度が 115200bps115200bpsを 越えて双方向でを越えて双方向で連続的にデータ 転送を行う 場合、連続的にデータ 転送を行う 場合、デーデー

タ が上書き等さ れる可能性があり ま す。タ が上書き等さ れる可能性があり ま す。 ご注意下さ い。ご注意下さ い。
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◆◆ Enet-FXEnet-FXがが UDPUDP通信可能と なり 実際に通信を行う シ－ケン ス通信可能と なり 実際に通信を行う シ－ケン ス

※※ FSCFSC部は部は UDPUDPパケ ッ ト をパケ ッ ト を FSCFSC部と し てそ のま ま出力し ま す。部と し てそ のま ま出力し ま す。　　 Enet-FXEnet-FXで計算で計算

し ての付加は行いません。し ての付加は行いません。

HDLC機器 Enet-FX

UDP/IP通信可能状態

LED CONNECT緑点灯
HDLCフ リ －ラ ン フ レ －ム

UDPパケ ッ ト

ARP応答

× 破棄さ れます

ARP

CRC以外のエ ラ －

相手機器

UDPソ ケ ッ ト

UDPパケ ッ ト

HDLCフ リ －ラ ン フ レ －ム

情報部

MAX256

バイ ト

FSC

2バイ ト

フ ラ グ

7E

フ ラ グ

7E

CRCエ ラ －のフ レ －ム

UDPパケ ッ ト

HDLCフ リ －ラ ン フ レ －ム

各種設定後

起動

情報部

MAX256

バイ ト

FSC

2バイ ト

フ ラ グ

7E

フ ラ グ

7E

例 データ 長違反

UDPパケ ッ ト

エ ラ ー時でも そ のま ま UDPパケ ッ

ト を 伝送し ます。

ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
設
定
時
の

み

}

(情報部+FSC部が1460バイ ト 以上時)

情報部
FSC

2バイ ト

Eth,IP,UDP

ヘッ ダ ー

UDPデータ 部

情報部
FSC

2バイ ト

Eth,IP,UDP

ヘッ ダ ー

UDPデータ 部
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３ －５ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －５ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

３ －５ －１ 　３ －５ －１ 　 HDLCHDLC 機器→機器→ Enet-FXEnet-FX→イ ーサネ ッ ト 機器へのデー タ 伝送→イ ーサネ ッ ト 機器へのデー タ 伝送

Enet-FXEnet-FXCC がが UDPUDP通信可能状態の場合、通信可能状態の場合、 HDLCHDLC 機器は、機器は、 Enet-FXEnet-FX を介し て相手機を介し て相手機

器と の間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。器と の間でデータ 伝送が可能な状態と なり ま す。

◆◆ Enet-FXEnet-FXはは HDLCHDLC 機器から のフ レ ームを受信する際に、機器から のフ レ ームを受信する際に、 HDLCHDLC チ ャ ネルのチャ ネルの 66 番番

ピ ンピ ン  (RXC (RXC＋＋) ) とと 1313番ピ ン番ピ ン  (RXC (RXC－－) ) に入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と り 、に入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と り 、

HDLCHDLC フ レ ームを受信し ま す。フ レ ームを受信し ま す。　 従っ て 、　 従っ て 、接続接続HDLCHDLC機器よ り 送信のフ レ ームに機器よ り 送信のフ レ ームに

同期し た送信ク ロ ッ ク 信号が出力さ れない場合は、同期し た送信ク ロ ッ ク 信号が出力さ れない場合は、同期がと れずフ レ ームを受信同期がと れずフ レ ームを受信

出来ません。出来ません。

※※ TCLK=1TCLK=1 を 設定時は、を設定時は、 77番ピ ン番ピ ン  (ST (ST＋＋) ) 、、 1414番ピ ン番ピ ン  (ST (ST－－) ) から 同期ク ロ ッ ク を出から 同期ク ロ ッ ク を出

力し 、力し 、 本ク ロ ッ ク で送信を行います。本ク ロ ッ ク で送信を行います。

66番ピ ン番ピ ン  (RXC (RXC＋＋) ) とと 1313番ピ ン番ピ ン  (RXC (RXC－－) ) に入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と りに入力のク ロ ッ ク 信号によ り 同期を と り

受信し ま す。受信し ま す。

TCLK=2TCLK=2 を 設定時は、を設定時は、 77番ピ ン番ピ ン  (ST (ST＋＋) ) 、、 1414番ピ ン番ピ ン  (ST (ST－－) ) は入力と なり 本ピ ン には入力と なり 本ピ ン に

入力の同期ク ロ ッ ク によ り入力の同期ク ロ ッ ク によ り HDLCHDLC フ レ ームを出力し ま す。フ レ ームを出力し ま す。

入力の同期は、入力の同期は、 66番ピ ン番ピ ン  (RXC (RXC＋＋) ) とと 1313番ピ ン番ピ ン  (RXC (RXC－－) ) に入力のク ロ ッ ク 信号にに入力のク ロ ッ ク 信号に

よ り 同期を と り 受信し ま す。よ り 同期を と り 受信し ま す。

◆◆ UDPUDP//IPIPでは、では、 11 パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。パケ ッ ト で伝送出来る最大長が規定さ れていま す。

そ の値は、そ の値は、 通常通常 (1500  (1500 －－ (IP (IPヘ ッ ダ ー長＋ヘッ ダ ー長＋UDPUDPヘッ ダ ー長ヘッ ダ ー長) ) ) ) です。です。

従っ て 、従っ て 、通常通常14721472バイ ト ですが、バイ ト ですが、 Enet-FXEnet-FXでは、では、 HDLCHDLC機器よ り 一度に受信可機器よ り 一度に受信可

能な能な HDLCHDLC フ レ ー ム情報部フ レ ー ム情報部+FSC+ FSC部の長さ 上限は部の長さ 上限は 14601460 バイ ト で す。バイ ト で す。  ( (こ の長こ の長

さ を 超え るさ を 超え る HDLCHDLC フ レ ームはデータ 長エ ラ ーと なり ま す。フ レ ームはデータ 長エ ラ ーと なり ま す。))

ま た 、ま た 、 イ ーサネッ ト 相手機器によ っ ては、イ ーサネッ ト 相手機器によ っ ては、一度に受信可能な一度に受信可能な UDPUDP//IPIPパケ ッ ト のパケ ッ ト の

データ 長がデータ 長が 14721472 バイ ト 以下の機器もあり ま す。バイ ト 以下の機器もあり ま す。 ご確認下さ い。ご確認下さ い。

ご 注意ご 注意 HDLCHDLC機器と機器と Enet-FXEnet-FXで設定のボーレ ート を合わせても必ず誤差で設定のボーレ ート を合わせても必ず誤差が生じ るが生じ る

為、為、 ク ロ ッ ク 信号がないと 同期がと れま せん。ク ロ ッ ク 信号がないと 同期がと れま せん。
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例例))実際の転送実際の転送

◆◆ 通常の伝送通常の伝送

UDPUDP//IPIP通信可能状態で通信可能状態で UDPUDPパケ ッ ト を受信し た場合は、パケ ッ ト を受信し た場合は、 そ のそ の UDPUDPデータ 部をデータ 部を

HDLCHDLC フ リ ーラ ン チ ャ ン ネルへ送信し ま す。フ リ ーラ ン チ ャ ン ネルへ送信し ま す。

◆◆ UDPUDPパケ ッ ト を連続し て受信の場合、パケ ッ ト を連続し て受信の場合、UDPUDPプ ロ ト コ ルには再送がなく 相手プ ロ ト コ ルには再送がなく 相手busybusy

状態を確認し ない事、状態を確認し ない事、ま た　ま た 　 HDLCHDLCフ リ ーラ ン出力速度に比べる とフ リ ーラ ン出力速度に比べる と UDPUDPパケ ッ トパケ ッ ト

送信の方が遙かに高速の為、送信の方が遙かに高速の為、送信バッ フ ァ が送信バッ フ ァ が fullfull と なり 上書き さ れる可能性があと なり 上書き さ れる可能性があ

り ま す。り ま す。

ま た 、ま た 、 フ ロ ー制御機能が無い た め 、フ ロ ー制御機能が無い た め 、 HDLCHDLC フ リ ー ラ ン よ り の デ ー タ 受信がフ リ ー ラ ン よ り の デ ー タ 受信が

115200bps115200bps を 超える速度で連続的に続いている状態でを超える速度で連続的に続いている状態で UDPUDPパケ ッ ト の受信が頻パケ ッ ト の受信が頻

繁に発生する場合、繁に発生する場合、HDLCHDLCフ リ ーラ ン の受信データ が上書き さ れる可能性がありフ リ ーラ ン の受信データ が上書き さ れる可能性があり

ま す。ま す。 ご注意下さ い。ご注意下さ い。

３ －５ －２ 　 イ ーサネ ッ ト 機器→３ －５ －２ 　 イ ーサネ ッ ト 機器→ Enet-FXEnet-FX→→ HDLCHDLC 機器へのデー タ 伝送機器へのデー タ 伝送

◆◆ UDPUDP//IPIPが通信可能状態かつが通信可能状態かつ HDLCHDLCフ リ ーラ ン で正し く 受信し たフ レ ームの情報フ リ ーラ ン で正し く 受信し たフ レ ームの情報

部及び部及び FSCFSC部を部を UDPUDP//IPIPへ送信し ま す。へ送信し ま す。

Enet-FX

TCLK=1

イ ーサ通信相手

設定はUDPソ ケ ッ ト 1です

イ ーサ

ネッ ト
Enet-FX

HDLCフ リ ーラ ン

HDLCケ ーブ ル

TCLK=2

イ ーサ通信相手

設定はUDPソ ケ ッ ト 2です

イ ーサネッ ト

通信

相手機器

UDPソ ケ ッ ト 1

イ ーサネッ ト

通信

相手機器

UDPソ ケ ッ ト 2

イ ーサ

ネッ ト
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第４ 章　 伝送異常時の動作第４ 章　 伝送異常時の動作

  第４ 章第４ 章　 伝送異常時の動作　 伝送異常時の動作

４ －１ 　４ －１ 　 AR PAR P 応答無し 時の動作応答無し 時の動作

Enet-FXEnet-FXがが UDPUDP//IPIP通信可能状態になるには、通信可能状態になるには、 イ ーサネッ ト 通信相手機器である相イ ーサネッ ト 通信相手機器である相

手の宛先手の宛先IPIPア ド レ スア ド レ ス  (1I= )  (1I= ) 、、デス ト ネーショ ン ポートデス ト ネーショ ン ポート No (1P= ) No (1P= ) が正し く 設定さ れてが正し く 設定さ れて

いる必要があり ま す。いる必要があり ま す。

※※ 通信相手通信相手TBL 1TBL 1番目に設定さ れた相手と番目に設定さ れた相手と UDPUDP//IPIPの送受信が可能です。の送受信が可能です。

ま た、ま た 、 Enet-FXEnet-FX自身の自身の IPIPア ド レ スア ド レ ス  (IP= )  (IP= ) と ポートと ポート No (PORT= ) No (PORT= ) が設定さ れていが設定さ れてい

る必要があり ま す。る必要があり ま す。

上記状態で、上記状態で、Enet-FXEnet-FXの電源を投入する と ユニ キャ ス ト 通信時の電源を投入する と ユニ キャ ス ト 通信時 (UDPT=U)  (UDPT=U) は、は、宛宛

先先IPIPア ド レ スア ド レ ス  (1I= )  (1I= ) に対し てに対し て AARPRP要求を送信し ま す。要求を送信し ま す。

ARPARP要求に対し て相手機器よ り要求に対し て相手機器よ り ARPARP応答がある と応答がある と CONNECT LEDCONNECT LEDが緑で点灯しが緑で点灯し

UDPUDP//IPIP通信可能状態と なり ま す。通信可能状態と なり ま す。

し かし 、し かし 、ARPARP応答が無い場合には、応答が無い場合には、UDPUDP//IPIP通信可能状態へは、通信可能状態へは、移行出来ません。移行出来ません。

ARPARP応答がない場合は、応答がない場合は、  [ARP [ARP送出⇒送出⇒55秒秒WAITWAIT⇒⇒ARPARP再送再送11⇒⇒55秒秒WAITWAIT⇒⇒ARPARP

再送再送22⇒⇒55秒秒WAITWAIT⇒⇒ARPARP再送再送33⇒⇒3030 秒秒WAITWAIT⇒最初へ戻る⇒最初へ戻る ] ] を 繰り 返し ま す。を繰り 返し ま す。

UDPUDPブ ロ ード キャ ス ト パケ ッ ト 送出時ブ ロ ード キャ ス ト パケ ッ ト 送出時 (UDPT=B)  (UDPT=B) には、には、 ARPARP要求は送信さ れま要求は送信さ れま

せん。せん。

宛先ア ド レ ス と し て宛先ア ド レ ス と し て 1I= ,IP=1I= ,IP= が設定さ れていれば、が設定さ れていれば、 相手に対し て相手に対し て UDPUDPブ ロ ードブ ロ ード

キャ ス ト 送出可能と なり ま す。キャ ス ト 送出可能と なり ま す。

宛先宛先MACMAC にはには ALL 0xFFALL 0xFFを セッ ト し て送信し ま す。を セッ ト し て送信し ま す。
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  第５ 章第５ 章　 使用例　 使用例

５ －１ 　５ －１ 　 Enet-FXEnet-FX を シ ス テ ムに組み込む為の手順を シス テ ムに組み込む為の手順

こ こ では、こ こ では、 シス テムにシス テムに Enet-FXEnet-FX を組み込む際の基本的な手順の例を挙げま し た。を組み込む際の基本的な手順の例を挙げま し た。

そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。そ れぞれの状況を加味し てご検討下さ い。

◆ HDLC相手機器を接続し ます。 接続の際は、 ケーブ ル結線に十分にご注意

く ださ い。

◆ イ ーサネッ ト 通信相手機器でUDPソ ケ ッ ト を 起動し ま す。

◆ Enet-FXを 起動し ます。

◆ ど のよ う なイ ーサネッ ト に接続するかを確認

◆ 回線仕様、 ハード 、 コ ネク タ の確認

◆ 相手機器の仕様、 サブ ネッ ト の有無を確認

◆ UDPソ ケ ッ ト 通信の確認

◆ HDLCチ ャ ン ネルの通信条件 (ボーレ ート 、 ク ロ ッ ク 選択、 データ コ ード

化フ ォ ーマ ッ ト の選択など )

◆ シス テム管理者に自機IPア ド レ ス を割り 当てても ら い、 相手機器IPの情報

を得ま す。

◆ 他のサブ ネッ ト と の接続の場合は、 サブ ネッ ト マ ス ク 、 デフ ォ ルト ゲート

ウ ェ イ 、 サブ ネッ ト ブ ロ ード キャ ス ト など

◆ 取得し た情報を基に、 プ ロ グ ラ ムモ ード で必要条件を設定し ます。

(プ ロ グ ラ ムモ ード はRS422も し く はTelnetよ り )

必ず設定が必要な項目

◆ HDLC関連： 通信条件など全ての項目

◆ イ ーサネッ ト 関連： 自機IP、 自機PORT (プ ロ グ ラ ムモ ード 2/3Pag e,IP＝,

PORT= )

相手IP、 相手PORT (プ ロ グ ラ ムモ ード 3/3Pag e 1I＝,1P= 数値は相手

TABLE No 1番目の設定)

場合によ り 設定が必要な項目

◆ イ ーサネッ ト 関連： サブ ネッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ムモ ード 2/3Page,

NETM＝,DEFG＝,BRDA＝)

◆ 設定終了後、 プ ロ グ ラ ムモ ード を 終了し ます。

◆ イ ーサネッ ト 通信相手機器よ り pingなど によ り イ ーサネッ ト 部分の物理結

線が常かど う かを 確認し ます。 詳細は[第2章]を ご参照く ださ い。
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５ －２ 　 使用例５ －２ 　 使用例

ユーザ様作製のユーザ様作製のUDPUDPソ ケッ ト 通信のアプ リ ケーショ ン プ ロ グラ ムが必要になり ます。ソケッ ト 通信のアプ リ ケーショ ン プ ロ グラ ムが必要になり ます。

５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続５ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の接続

＋ソケ ッ ト プ ロ グ ラ ム＋ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム  ( (ユ－ザ－様作製ユ－ザ－様作製))

イ ーサネッ ト 通信

相手機器

UNiX

OR

Windows98,2000,XP

の場合

Enet-FX
イ ーサネッ ト HDLC

相手機器

HDLC

LED CONNECTが緑で点灯し ない場合は

データ 通信でき ません。

最初の手順に戻り 再確認し ます。

① Enet-FXの設定は正し いか？
② イ ーサネッ ト 通信相手の IP,PORTなど は

正し いか？起動し ているか？

③ HDLCケーブ ル結線は正し いか？

④ 物理的結線は正常か？

実際に運用の機器接続構成／ア プ リ ケーショ ン で動作確認

正し く 開設の場合は、 LED

CONNECTが緑で点灯し ます。
データ 送信可能状態と なり ま

す。

Enet-FXEnet-FXには、には、自機自機IPIP//PORTPORTの設定の設定 (IP= ,PORT= )  (IP= ,PORT= ) 及び通信相手の及び通信相手の IPIP//PORT(1I= ,1P= )PORT(1I= ,1P= )

の設定が必要です。の設定が必要です。

こ れら は、こ れら は、 必ず設定する必要があり ま す。必ず設定する必要があり ま す。

▼▼ Enet-FXEnet-FXの設定終了後、の設定終了後、 Enet-FXEnet-FXの電源を投入する と 宛先の電源を投入する と 宛先 IPIPア ド レ スア ド レ ス  (1I= )  (1I= ) にに

対し て対し て ARPARP要求を送信し ま す。要求を送信し ま す。 ( (ユニ キャ ス ト 設定時ユニ キャ ス ト 設定時UDPT=U)UDPT=U)

ARPARP要求に対し て相手機器よ り要求に対し て相手機器よ り ARPARP応答がある と応答がある と CONNECT LEDCONNECT LEDが緑で点灯しが緑で点灯し

UDPUDP//IPIP通信可能状態と なり ま す。通信可能状態と なり ま す。

し かし 、し かし 、ARPARP応答が無い場合には、応答が無い場合には、UDPUDP//IPIP通信可能状態へは、通信可能状態へは、移行出来ません。移行出来ません。

通信可能状態と なら ない場合は、通信可能状態と なら ない場合は、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルよ り 受信のデータ はイ ーサチャ ン ネルよ り 受信のデータ はイ ーサ

ネッ ト へ送信さ れません。ネッ ト へ送信さ れません。
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▼▼ UDPUDPブ ロ ード キャ ス ト 送信設定時ブ ロ ード キャ ス ト 送信設定時 (UDPT=B)  (UDPT=B) の場合は、の場合は、 ARPARP要求は送出さ れま要求は送出さ れま

せん。せん。

宛先指定である宛先指定である 1I= ,1P=1I= ,1P= が設定済みで、が設定済みで、 自機自機 IPIP、、 PORTPORTが設定さ れていれば、が設定さ れていれば、

CONNECT LEDCONNECT LEDが緑で点灯しが緑で点灯し UDPUDP//IPIPブ ロ ード キャ ス ト パケ ッ ト 通信可能状態とブ ロ ード キャ ス ト パケ ッ ト 通信可能状態と

なり ま す。なり ま す。

※※ ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側には、ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム側には、Enet-FXEnet-FXのの IP=IP=//PORT=PORT= で指定の値を設定する必要で指定の値を設定する必要

があり ま す。があり ま す。

Enet-FXEnet-FXでのでの PORT=PORT= の指定はの指定は 1616 進指定です。進指定です。 　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで指定の　 ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ムで指定の

PORT NoPORT No がが 1010 進指定の場合は、進指定の場合は、 表記の違いにご注意下さ い。表記の違いにご注意下さ い。

▼▼ Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC 側設定は、側設定は、 同じ 設定と し ま す。同じ 設定と し ま す。 同期ク ロ ッ ク の設定には注意同期ク ロ ッ ク の設定には注意

が必要です。が必要です。 上図では双方上図では双方TCLK=1TCLK=1 と し ていま す。と し ていま す。

▼▼ Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル同士の接続は、チ ャ ン ネ ル同士の接続は、  [15 [15 ピ ンピ ン DsubDsub オ ス ⇔オ ス ⇔ 1515 ピ ンピ ン

DsubDsub オ スオ ス ] ] のの   ケ ーブ ルを使います。ケーブ ルを使います。

こ の例でのケーブ ル結線はこ の例でのケーブ ル結線は [6-5 [6-5　　 HDLCHDLC機器接続例機器接続例] ] を ご参照く ださ い。を ご参照く ださ い。

▼▼ Enet-FXEnet-FXのイ ーサネッ ト 側設定はそれぞれ通信を行う 、のイ ーサネッ ト 側設定はそれぞれ通信を行う 、 イ ーサネッ ト 機器を設イ ーサネッ ト 機器を設

定し ま す。定し ま す。

▼▼ 22台の台の Enet-FXEnet-FXを再起動し てを再起動し て CONNECT LEDCONNECT LED が点灯し たら 両端のイ ーサネッ トが点灯し たら 両端のイ ーサネッ ト

機器の機器の UDPUDPソ ケ ッ トソ ケ ッ ト

プ ロ グ ラ ムよ り 双方向で伝送が可能です。プ ロ グ ラ ムよ り 双方向で伝送が可能です。

５ －２ －２ 　５ －２ －２ 　 Enet-FXEnet-FX　 対向接続　 対向接続

Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ン ネル同士を接続し て通信する事も可能です。チャ ン ネル同士を接続し て通信する事も可能です。

Enet
-FX

Enet
-FX

HDLCフ リ ーラ ン

HDLCケーブ ル

イ ーサネッ ト

イ ーサネッ ト

通信

相手機器

UDP

ソ ケ ッ ト 1

イ ーサネッ ト

通信

相手機器

UDP

ソ ケ ッ ト 2

イ ーサネッ ト

TCLK=1

イ ーサ通信相手

設定はUDPソ ケ ッ ト 1です

TCLK=1

イ ーサ通信相手

設定はUDPソ ケ ッ ト 2です

ご 注意ご 注意 UDPUDPは相手の受信確認がなく 、は相手の受信確認がなく 、 フ ロ ー制御も効き ま せん。フ ロ ー制御も効き ま せん。 　 ソ ケ ッ ト よ り　 ソ ケ ッ ト よ り

Enet-FXEnet-FXへ連続的にへ連続的に UDPUDPパケ ッ ト を伝送の場合、パケ ッ ト を伝送の場合、 Enet-FXEnet-FXのシリ ア ル送のシリ ア ル送

信バッ フ ァ が上書き さ れて送信データ が壊れる可能性があり ま す。信バッ フ ァ が上書き さ れて送信データ が壊れる可能性があり ま す。

双方向から双方向から  ( (こ の場合は両端のこ の場合は両端のUDPUDPソ ケ ッ ト からソケ ッ ト から ) ) データ が連続伝送さ れるデータ が連続伝送さ れる

場合、場合、 上記の理由よ り データ が保証さ れません。上記の理由よ り データ が保証さ れません。

イ ーサネッ ト 側及びシリ ア ルチャ ン ネルイ ーサネッ ト 側及びシリ ア ルチャ ン ネル  (HDLC (HDLC側側) ) の通信速度、の通信速度、データ 量、データ 量、

データ 送出のタ イ ミ ン グ を考慮し てお使い下さ い。データ 送出のタ イ ミ ン グ を考慮し てお使い下さ い。
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第６ 章第６ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

６ －１ 　 ハー ド 構成、６ －１ 　 ハー ド 構成、 仕様仕様

◆◆ HDLCHDLC 部部

◆◆ ハー ド 構成ハー ド 構成

※※ 48000,64000,9600048000,64000,96000 選択時はぴっ た り の速度ではあり ま せん。選択時はぴっ た り の速度ではあり ま せん。 誤差があり ま す。誤差があり ま す。

CPU MC68302 モ ト ロ ーラ

LANコ ン ト ロ ーラ LAN91C111 SMSC

バッ フ ァ メ モ リ MSM514260E-60J 沖 (相当)

シリ ア ルコ ネク タ Dsub15ピ ン メ ス 　

シリ ア ルト ラ ン シーバ 75ALS1177 TI (相当)

イ ーサネッ ト コ ネク タ 10/100Baseコ ネク タ RJ45モ ジュ ラ コ ネク タ

2400,4800,9600,19200,38400,76800,153600,

14400,28800,57600,115200,48000,64000,96000

受信ク ロ ッ ク RXC±に固定

送信ク ロ ッ ク ST1±出力ま たは入力選択

データ 符号化方式 NRZ or NRZI

コ ネク タ Dsub15ピ ン メ ス

通信速度

同期ク ロ ッ ク
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６ －２ 　 使用環境、６ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

【【 Enet-FXEnet-FX本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 ±±00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－3030 ～～5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 DCDC 5V (5V (±±55％％))

◆◆ 消費電流消費電流 5V5V 最大最大650mA650mA

※※ 11

※※ 11

【【 ACACア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ サイ ズサイ ズ 横横：： 44mm44mm　 高さ　 高さ ：： 27.5mm27.5mm　 奥行　 奥行：： 56mm56mm

◆◆ ケーブ ル長ケーブ ル長 約約1280mm1280mm

◆◆ 重量重量 約約7575 ±±10g  (10g  (ケ ーブ ルを含むケーブ ルを含む ))

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00～～+40+40℃℃

湿度湿度 2020 ～～80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－4040 ～～7070℃℃

湿度湿度 2020 ～～8080％％RH (RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆  定　 格定　 格 入力入力：： マ ルチ入力マルチ入力AC90AC90 ～～264V264V、、 47/63Hz47/63Hz

出力出力：： DC5VDC5V～～6V6V　　 1.60A1.60A～～1.33A1.33A

◆◆ 資格資格 UL,CE,FCC,PSE,CEC,RoHSUL,CE,FCC,PSE,CEC,RoHS

※※ 11 ACAC ア ダ プ タ は本体に直付けになっ ており ま す。ア ダ プ タ は本体に直付けになっ ており ま す。 動作条件及び保存条件は、動作条件及び保存条件は、

本体と本体と ACACア ダ プ タ の低い方の値と なり ま す。ア ダ プ タ の低い方の値と なり ま す。
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６ －３ 　 形状、６ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-FXEnet-FX】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 120mm (120mm (ネジ頭含むネジ頭含む ))

高さ高さ 30mm (30mm (ク ッ シ ョ ン ラ バー含むク ッ ショ ン ラ バー含む ))

奥行奥行 189mm (189mm (コ ネク タ 突起部含むコ ネク タ 突起部含む ))

◆◆ 重量重量 約約700g  (AC700g  (AC ア ダ プ タ 含むア ダ プ タ 含む ))

◆◆ 外観図外観図

10/100BaseHDLC

Ethernet/HDLC
PROG POWER CONNECT PACKET

PROG/

縮尺： Free

(単位mm)

3
0

1
8
9

Enet-FX

120
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【【 ACACア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 44mm44mm

高さ高さ 27.5mm27.5mm

奥行奥行 56mm56mm

◆◆ 重量重量 ABOUT 75ABOUT 75 ±±10g10g

◆◆ 外観図外観図

56.0±1.0

4
4
.0
±
1
.0

2
7
.5
±
1
.0

1280±100
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６ －４ 　６ －４ 　 HDLCHDLC チ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ンチ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ン

Enet-FXEnet-FXチャ ン ネルはチャ ン ネルは Dsub15Dsub15 ピ ン メ ス です。ピ ン メ ス です。

ピ ン ア サイ ン は以下のよ う になっ ていま す。ピ ン ア サイ ン は以下のよ う になっ ていま す。

◆◆ 77、、 1414 番ピ ン番ピ ン STST＋、＋、 STST－は－は Enet-FXEnet-FXの設定によ り 入出力が切り 換わり ま す。の設定によ り 入出力が切り 換わり ま す。

ご注意下さ い。ご注意下さ い。

◆◆ 33、、 1010番ピ ン番ピ ン RTSRTS＋、＋、 RTSRTS－は－は Enet-FXEnet-FXのプ ロ グ ラ ムモ ード 設定、のプ ロ グ ラ ムモ ード 設定、 CS=CS= の設定の設定

に依存し ます。に依存し ま す。 CS=0CS=0 設定時は常に設定時は常に OFFOFFです。です。 CS=1CS=1 設定時は常に設定時は常に ONON です。です。

◆◆ 1515 ピ ンピ ン NCNCは未設続です。は未設続です。

ピ ン番号 信号名 方向

1 Ｆ Ｇ － 　 フ レ ームグ ラ ン ド

2 Ｔ Ｘ Ｄ＋ → 　 送信データ ＋

3 Ｒ Ｔ Ｓ ＋ → 　 送信要求＋

4 Ｒ Ｘ Ｄ＋ ← 　 受信データ ＋

5 CTS＋ ← 　 送信可能＋

6 RXC＋ ← 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ＋

→ TCLK＝1選択時 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ＋

← TCLK＝2選択時 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ＋

8 SG － 　 シグナルグ ラ ン ド

9 TXD－ → 　 送信データ －

10 RTS－ → 　 送信要求－

11 RXD－ ← 　 受信データ －

12 CTS－ ← 　 送信可能－

13 RXC－ ← 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ－

→ TCLK＝1選択時 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ－

← TCLK＝2選択時 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ－

15 NC 　 　 　

説明

14 ST－

7 ST＋

方向方向 →→ Enet-FXEnet-FX から の出力信号です。から の出力信号です。

　 　 　　 　 　 ←← Enet-FXEnet-FX への入力信号です。への入力信号です。



3535

第６ 章　 物理的仕様第６ 章　 物理的仕様

６ －５ 　６ －５ 　 HDLCHDLC 機器接続例機器接続例

◆◆ HDLCHDLC接続例接続例11

Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLC チ ャ ネル同士を接続の場合チャ ネル同士を接続の場合

HDLCHDLC ケーブ ルケーブ ル Dsub15Dsub15 ピ ン オ ス⇔ピ ン オ ス⇔Dsub15Dsub15 ピ ン オ ス を使用し ま す。ピ ン オ ス を使用し ま す。

※※ Enet-FXEnet-FX を プ ロ グ ラ ムモ ード 設定でを プ ロ グ ラ ムモ ード 設定で TCLK=1TCLK=1 と し ま す。と し ま す。

そ の他、そ の他、 HDLCHDLCの通信条件の設定を同様と し ま す。の通信条件の設定を同様と し ま す。

TCLK=1TCLK=1の設定の場合、の設定の場合、送信ク ロ ッ ク は自機、送信ク ロ ッ ク は自機、受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 同期受信ク ロ ッ ク は相手機器よ り 同期

が取ら れます。が取ら れま す。

Enet-FX
（ Dsub15Pinメ ス )

名称

保安要ア ース

信号用ア ース

送信

受信タ イ ミ ン グ
(信号タ イ ミ ン グ )

送信タ イ ミ ン グ

送信要求
(コ ン ト ロ ール)

送信可能
(イ ン ディ ケーシ ョ ン )

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

-

-

+

-

+

-

+

-

+

-

+

-

記号

FG

SG

TXD(T)

RXC

(S)

ST1

RTS

(C)

CTS

(I)

受信
4

11

+

-
RXD(R)

Enet-FX
（ Dsub15Pinメ ス )

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

-

-

+

-

+

-

+

-

+

-

+

-

記号

FG

SG

TXD(T)

RXC

(S)

ST1

RTS

(C)

CTS

(I)

4

11

+

-
RXD(R)

※( )内はX.21名称

※右側名称は左側と 同一

： 信号方向
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◆◆ HDLCHDLC接続例接続例22

Enet-FXEnet-FX と 下記のよ う なピ ン配列を持つと 下記のよ う なピ ン配列を持つ X.21X.21 イ ン タ ーフ ェ イ ス と の接続イ ン タ ーフ ェ イ ス と の接続

場合によ り ケーブ ルの作製が必要と なり ま す。場合によ り ケーブ ルの作製が必要と なり ま す。

ま た 、ま た 、 相手機器のク ロ ッ ク の送受信の方法によ り 結線が異なり ま す。相手機器のク ロ ッ ク の送受信の方法によ り 結線が異なり ま す。

相手機器の信号出力方向を よ く ご確認の上接続し て下さ い。相手機器の信号出力方向を よ く ご確認の上接続し て下さ い。

　 ▼　 ▼ 図①では、図①では、 Enet-FXEnet-FXは相手から 受信のク ロ ッ ク によ り 送受信を行いま す。は相手から 受信のク ロ ッ ク によ り 送受信を行いま す。

((Enet-FXEnet-FXはは TCLK=2TCLK=2 の設定の設定))

※※ 点線部分の処理は、点線部分の処理は、相手機器の機能相手機器の機能・・ 設定に依存し ま す。設定に依存し ま す。ご確認の上結線を決定ご確認の上結線を決定

し て く だ さ い。し て く だ さ い。

図①図①

ITU.T X.21イ ン タ ーフ ェ イ ス機器

（ Dsub15Pin)

名称

保安要ア ース

信号用ア ース

送信

信号タ イ ミ ン グ

送信タ イ ミ ン グ

コ ン ト ロ ール

イ ン ディ ケーショ ン

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

－

－

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

記号

FG

SG

T

S

ST1

C

I

受信
4

11

A

B
R

※( )内はX.21名称

※Enet-Fxの独自名称： 6,13番⇒受信タ イ ミ ン グ

3,10番⇒送信要求

5,12番⇒送信可能。 (45ページ図参照)

： 信号方向

Enet-FX
（ Dsub15Pinメ ス )

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

-

-

+

-

+

-

+

-

+

-

+

-

記号

FG

SG

TXD(T)

RXC

(S)

ST1

RTS

(C)

CTS

(I)

4

11

+

-
RXD(R)
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ご 注意ご 注意 接続機器によ っ て 、接続機器によ っ て 、信号名の表現が逆のものがあり ま す。信号名の表現が逆のものがあり ま す。接続機器のピ ン ア接続機器のピ ン ア

サイ ン を ご確認下さ い。サイ ン を ご確認下さ い。

Enet-FXEnet-FXのの HDLCHDLCチ ャ ン ネルは独立同期式です。チャ ン ネルは独立同期式です。  ( (ビ ッ ト 同期ビ ッ ト 同期))

ク ロ ッ ク 信号によ り 同期を取っ ていますのでク ロ ッ ク 信号が無い機器と は通ク ロ ッ ク 信号によ り 同期を取っ ていますのでク ロ ッ ク 信号が無い機器と は通

信出来ませんのでご注意下さ い。信出来ませんのでご注意下さ い。 (DPLL (DPLL回路は搭載し ていま せん回路は搭載し ていま せん ))

　 ▼　 ▼ 図②では、図②では、双方の送信は自機よ り 、双方の送信は自機よ り 、受信は相手のク ロ ッ ク よ り 同期と なり ま受信は相手のク ロ ッ ク よ り 同期と なり ま

す。す。  ( (Enet-FXEnet-FXはは TCLKTCLK＝＝11の設定の設定))

ITU.T X.21イ ン タ ーフ ェ イ ス機器

（ Dsub15Pin)

名称

保安要ア ース

信号用ア ース

送信

信号タ イ ミ ン グ

送信タ イ ミ ン グ

コ ン ト ロ ール

イ ン ディ ケーショ ン

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

－

－

A

B

A

B

A

B

A

B

A

B

記号

FG

SG

T

S

ST1

C

I

受信
4

11

A

B
R

※( )内はX.21名称

※Enet-Fxの独自名称： 6,13番⇒受信タ イ ミ ン グ

3,10番⇒送信要求

5,12番⇒送信可能。

： 信号方向

Enet-FX
（ Dsub15Pinメ ス )

ピ ン
番号

1

8

2

9

6

13

7

14

3

10

5

12

端子

-

-

+

-

+

-

+

-

+

-

+

-

記号

FG

SG

TXD(T)

RXC

(S)

ST1

RTS

(C)

CTS

(I)

4

11

+

-
RXD(R)

図②図②
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第６ 章　 物理的仕様第６ 章　 物理的仕様

６ －７ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン６ －７ 　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン

方向　 →　方向　 →　 Enet-FXEnet-FX から の出力信号から の出力信号

　 　 　 ←　　 　 　 ←　 Enet-FXEnet-FXへの入力信号への入力信号

Enet-FXEnet-FXは、は、 イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、イ ーサネッ ト コ ネク タ と し て 、 1010//100Base100Base を 装備し ていま す。を装備し ていま す。

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 デ－タ 出力＋ → 送信線＋

2 デ－タ 出力－ → 送信線－

3 デ－タ 入力＋ ← 受信線＋

4 Ｎ Ｃ － 未接続　

5 Ｎ Ｃ － 未接続　

6 デ－タ 入力－ ← 受信線－

7 Ｎ Ｃ － 未接続　

8 Ｎ Ｃ － 未接続　

６ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を６ －６ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定を R S4 2 2R S 4 2 2 で行う 場合の接続方法で行う 場合の接続方法

◆◆ Enet-FXEnet-FXのの PROGRAM SWPROGRAM SW を押し ながら 電源を投入する と 、を押し ながら 電源を投入する と 、 HDLCHDLC チ ャ ン ネルチャ ン ネル

はは RS422RS422 非同期で動作し てプ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。非同期で動作し てプ ロ グ ラ ムモ ード と なり ま す。

LED PROGLED PROG//CONNECTCONNECTが赤で点灯し ま す。が赤で点灯し ま す。

◆◆ HDLCHDLCチ ャ ン ネルのチャ ン ネルの STST±、±、 RXCRXC±を除く 各信号線が非同期の±を除く 各信号線が非同期の RS422RS422で動作し まで動作し ま

す。す。

よ っ てパソ コ ン＋タ ーミ ナルソ フ ト ⇔よ っ てパソ コ ン＋タ ーミ ナルソ フ ト ⇔RS232CRS232C－－RS422RS422 コ ン バータ ⇔コ ン バータ ⇔Enet-FXEnet-FX

の接続でも プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が可能と なり ま す。の接続でも プ ロ グ ラ ムモ ード の設定が可能と なり ま す。

但し 、但し 、通常パソ コ ン のシリ ア ルポート は通常パソ コ ン のシリ ア ルポート は RS232CRS232Cの為、の為、上記上記RS232CRS232C－－RS422RS422ココ

ン バータ 及び接続用のケーブ ルが必要と なり ま す。ン バータ 及び接続用のケーブ ルが必要と なり ま す。

ご 注意ご 注意 上記設定方法で必要な機器上記設定方法で必要な機器 (RS232C (RS232C－－RS422RS422コ ン バータ 及びケーブ ルコ ン バータ 及びケーブ ル ) ) はは

別売と なり ま すのでご注意下さ い。別売と なり ま すのでご注意下さ い。
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第７ 章　 ユーザサポート のご案内第７ 章　 ユーザサポート のご案内

ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た Enet-FXEnet-FXに関する ご質問に関するご質問・・ ご相談は、ご相談は、弊社ユーザサポート 課ま で弊社ユーザサポート 課ま で

お問い合わせ下さ い。お問い合わせ下さ い。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 3841 (3841 ( 代代))

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( ( 祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E- ma i lE - ma i l s u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j ps u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j p

第７ 章第７ 章　 ユーザサポー ト のご 案内　 ユーザサポー ト のご 案内



4040

保証規定保証規定

Enet-FXEnet-FX　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20162016年年1010月　 第月　 第1313版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

ユ ー ザサ ポ ー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

Enet-FXEnet-FXに関する ご質問、ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。に関する ご質問、ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。

データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ン ク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a i lE-m a i l ：： su p p o rt@ d a ta -l in k . c o . jpsu p p o rt@ d a ta -l in k . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一故障し保証期間内に万一故障し

た場合、た場合、無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、 受領後直ちに受領後直ちに

梱包を開け、梱包を開け、 検収を お願い致し ま す。検収を お願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ており 、製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ており 、 保証書はござ いま せん。保証書はござ いま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を超える六物質指令基準値を超える六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ムウ ム、カ ド ムウ ム、 六価ク ロ ム、六価ク ロ ム、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が含まれていた場合は、が含まれていた場合は、 購入後購入後11 年以内に限り 製品の交換も し く は、年以内に限り 製品の交換も し く は、 部品部品

に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換 ( (修理修理) ) と なり ま す。と なり ま す。

保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。

33 本製品の故障、本製品の故障、 ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、 当社はそ の責当社はそ の責

任を負わないも のと し ま す。任を負わないも のと し ま す。

44 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障およ び損傷。衝撃等で生じ た故障およ び損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、ある いは改造、 修理によ る故障およ び損傷。修理によ る故障およ び損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の災害、落雷等の災害、 あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およあるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およ

び損傷。び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。

55 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は原則製補修用部品の保有期間は原則製

造終了後造終了後55 年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、 補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、 部品メ ーカ の製造中止など によ り 修部品メ ーカ の製造中止など によ り 修

理でき ない場合があり ま す。理でき ない場合があり ま す。

66 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、 故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は修理で故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合は修理で

き ま せん。。き ま せん。。

77 出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。 当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。当社ある いは販売店への持ち込み修理と なり ま す。

88 本製品に付属、本製品に付属、 ま たは、ま たは、 別売の別売の ACAC ア ダ プ タ は有寿命部品です。ア ダ プ タ は有寿命部品です。 本紙巻頭本紙巻頭 ( (表紙裏面表紙裏面) ) のの

【 有寿命部品に関する保証規定】【 有寿命部品に関する保証規定】 を必ずお読みく だ さ い。を必ずお読みく だ さ い。

99 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。


